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菊文館 菊池市文化会館

菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭　図

旭志公民館
旭志図書館

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

七多セ七多セ七多セ

旭多セ 旭志多目的研修センター

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志支所

七多セ
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▼
初
め
て
の
取
材
が
菊
池
映
画
祭
。

観
る
側
、
観
せ
る
側
、
そ
れ
を
支

え
る
側
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
熱
パ
ワ

ー
に
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

▼
今
月
は
、
メ
ロ
ン
や
新
茶
、
そ

し
て
蛍
の
季
節
。
冬
の
寒
さ
が
厳

し
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
鮮
や
か
な

新
緑
に
心
が
浮
き
立
ち
ま
す
。「
き

く
ち
の
旬
」
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
吉
良

▼
今
月
号
か
ら
広
報
担
当
に
な
り

ま
し
た
。
前
の
業
務
の
引
継
ぎ
と

取
材
と
写
真
撮
影
と
広
報
の
作
成

と
で
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ

た
1
カ
月
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
濃

密
で
す
。
も
う
少
し
薄
く
て
も
よ

い
で
す
。
口
内
炎
が
痛
い
…
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
今
後
も

広
報
き
く
ち
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
今
林

▼
生
徒
が
楽
し
そ
う
に
制
作
す
る

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
泗
水
窯
の
陶

芸
教
室
。
終
わ
っ
た
後
は
生
徒
が

持
参
し
た
タ
ケ
ノ
コ
料
理
の
登
場

で
す
。「
自
分
で
作
っ
た
皿
に
盛

り
付
け
た
の
」「
あ
な
た
も
一
緒

に
食
べ
な
っ
せ
」
と
元
気
い
っ
ぱ

い
笑
顔
の
マ
ダ
ム
た
ち
。
孫
や
趣

味
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
癒
や

し
の
空
間
で
し
た
。　
　
　
伊
藤

5

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

4/29 昭和の日 4/30 振替休日 １ ２
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～２０：００市民課

３ 憲法記念日
●こどもどくしょ
フェスティバル�
１３：００～菊中図

４ みどりの日 ５ こどもの日

６ ７ ８
■年金出張相談
9：30～15：00

（要予約）菊池市役所
●６・７カ月児健診
13：10～13：30

（受付）旭憩家

９
■弁護士相談
9：00～12：00

（要予約）菊池市役所
■行政無料相談
10：00～12：00
菊池市役所
●1歳6カ月児健診
13：10～13：30

（受付）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～２０：００市民課

10
◆すくすく講座�
１０：３０～１１：３０
児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30

（受付）旭憩家

11 12
◆ホタルフェスタ
in旭志�17：30～
2０：３0道の駅旭志
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11：00～泗　図

13 14
■無料法律相談会�
１０：００～１５：００
熊本地方・家庭裁
判所山鹿支部
●育児相談
9：30～10：30

（受付）西部セ

15
■男女共同参画専
門委員相談�
13：30～16：30

（要予約）菊池市役所
●６・７カ月児健診
13：10～13：30

（受付）西部セ

16
■年金出張相談
9：30～15：00

（要予約）菊池市役所
●1歳6カ月児健診
13：10～13：30

（受付）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～２０：００市民課

17
◆すくすく講座�
１０：３０～１１：３０
児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30

（受付）西部セ

18 19
●中央おはなし会
10：30～菊中図
●英語でおはなし会
1４：０0～菊中図
◆古文書受入日
９：００～１７：００菊中図
●古典を楽しむ会
14：00～泗　図
●旭志おはなし会
13：30～旭　図

20
■菊池市議会議員
一般選挙⑪
●お楽しみ会
14：00～泗　図

21 22
■もの忘れ相談会�
13：３０～１６：００

（要予約）高齢支援課
■年金出張相談
9：30～15：00

（要予約）菊池市役所
●七城おはなし会
11：00～七　図
●育児教室
9：30～10：00
西部セ

23
■弁護士相談
9：00～12：00

（要予約）七多セ
■行政無料相談
10：00～12：00
七多セ
■認知症介護家族
のつどい�
１３：３０～15：３０
菊老福
●３歳児健診 
13：10～13：30

（受付）菊文館
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～２０：００市民課

24
◆すくすく講座�
１０：３０～１１：３０
児童セ
 ●2歳6カ月児歯
科健診13：10～
13：40

（受付）菊文館

25
■納税相談夜間窓
口�　～31日まで
～２０：００税務課
●おはなしの部屋
11：00～泗　図

26
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11：00～泗　図

27
◆軽トラ朝市
歩き愛です同時開
催
7：00～12：00
迎町・中央通・立町

28 29 30
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～２０：００市民課

31
◆献血�
９：３０～１１：００
１２：１５～１６：００
菊池市役所
◆すくすく講座�
１０：３０～１１：３０
児童セ

6/1 6/2

●３歳児健診 
13：10～13：30

（受付）菊文館
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ピックアップ
農地などの相談は
農業委員・農地利用最適化推進委員へ

地域で目指そう！健康長寿
始めませんか？いきいき100歳体操

菊池の郷土料理が商品化
きのこ南蛮ができました

大事な投票を忘れずに！
菊池市議会議員一般選挙

健康だより
糖尿病に気をつけよう

満開の桜の中、菊池を快走！
第63回熊日菊池桜マラソン大会
with くまファンラン

私の○○コマーシャル
第6回｢癒しの里菊池｣
動画・写真コンテスト受賞作品

菊池人
島田有純さん
平成30年度
当初予算が決まりました
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本
県
伝
統
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工
芸
品
指
定「
泗
水
窯
」



Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～

3 月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,164 人 － 180
　 菊池：24,503 人 － 108
　 七城： 5,313 人 － 17
　 旭志： 4,592 人 － 5
　 泗水：14,756 人 － 50
男　性：23,574 人 － 90
女　性：25,590 人 － 90
世　帯： 19,044 世帯 － 8

年齢別人口 
0 ～
14 歳 6,476 人 13%

15 ～
64 歳 27,009 人 55%

65 歳
以上 15,679 人 32%

Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～
３ 菊池人　島田有純さん

４
熊本県伝統的工芸品指定  泗水窯
新たな伝統をつくる

６ 平成30年度　当初予算が決まりました

８
始めませんか？
いきいき100歳体操

10
11

第63回熊日菊池桜マラソン大会 withくまファンラン
菊池市議会議員一般選挙

１２ 第6回 ｢癒しの里菊池｣ 動画・写真コンテスト受賞作品

１４ 地域おこし協力隊通信 番外編
１５ 地域おこし協力隊を紹介します

1６ 農地などの相談は農業委員・農地利用最適化推進委員へ

１８
1９

シリーズ日本遺産
国民年金情報

２０
健康だより
糖尿病に気をつけよう
献血にご協力ください／歯ッピーキッズ

２２
２３

文芸きくち
KiCROSSだより

2４
2５

菊池の宝物／人権・同和教育シリーズ
わいふ一番館だより／交流の絆～姉妹友好都市通信～
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
韓国発見シリーズ　こんにちは金です

2６

～

３５

情報つう
▼お知らせ
職員人事異動（４月１日付）係長級以上／ペットも守ろう！防災対策／
５月５日㈯㈷～１１日㈮は「児童福祉週間」です／春の狂犬病予防
集合注射と犬の登録を実施します／軽自動車・自動車税の納付期
限は５月３１日㈭です／５月の「税」の納期限５月３１日㈭／不正大麻・
けし撲滅運動／土地・家屋、固定資産の価格を知りたい皆さんへ／
介護予防ミニ講座／身体や精神に障がいがある人の軽自動車税
減免／菊池市地域経済牽引事業奨励条例を制定しました／熊本地
震に伴う建築基準法等関係手数料の減免延長／工業統計調査を
実施します／移動販売車５月中旬運行開始／洪水情報を緊急速報
メールで配信します／新しい介護保険料が決まりました／組織改
編に伴い一部の電話番号を移行します／ヒナを拾わないで!みまもっ
て、野鳥の子育て
▼募集
儲かる農業を支援します／平成３０年度菊池市営住宅補充入居者
を募集します／熊本県職員・警察官採用試験／新卒者を採用予定
の事業者の皆さんへ／職業訓練コース受講生募集／金婚夫婦該
当者の調査をしています／Ｂ＆Ｇ海洋センタープール監視員募集
／泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター幼児水泳教室受講生募集
▼相談
もしもし税金相談室／もの忘れ相談会／無料法律相談会／納税相
談夜間窓口を開設します／／認知症介護家族のつどい／ひとりで
悩まないで男女共同参画専門委員相談
▼イベント
新米ママの子育ておしゃべり講座／未就学児のためのすくすく講
座／ピーター・バラカン出前ＤＪ／2018きくちホタルフェスタin 旭
志／ボート競技の魅力紹介
市民の広場

3６
3７

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

3８ TOPICS～まちの話題～
4２
４３

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

大切な情報を確実に受け取るスマホアプリ

「きくち防災・行政ナビ」の主な特徴

きくち防災・行政ナビ
好評配信中です！
　防災無線や戸別受信機からの情報を日常・災害時問わ
ず、普段お使いのスマートフォンやタブレット端末を利用し
て、確実に受け取れるアプリケーションを配布しています。
ぜひ、ダウンロードしてご利用ください。

音声だけでなく、防災無線などの情報を文
字や画像を使って見ることができます。

普段お使いのスマートフォンやタブレットを
利用するため、自宅や外出先で情報を確認
できます。

消防署と連携し火災情報も配信できるようになりました。※デタポ
ンでの情報配信は３月で終了しました。

GooglePlayやApp Storeで「きくち防
災」と検索し、ダウンロードしてください。
上記のQRコードを読み取ると便利です。

繰り返し、何度でも情報を確認できます。

文字・音声・画像で

いつでも、どこでも

火災情報のお知らせも

何度でも

ダウンロードはこちらから

【問い合わせ先】 防災交通課 ☎0968（25）7203
Android用 iPhone用

今月の表紙「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

58
31 2

フルート奏者

島田 有純さん

1_自宅の教室でレッスン。「音楽を楽しくやってもらいたいですね。でも、生徒のため
を思い、言うべきことはしっかりと指導しています」　2_ 母校のルーテル学院中学で音
楽の授業を担当  3_趣味はドライブや旅行。愛車のプジョー、愛犬そばちゃんとともに

　フルートにそっと息を吹き込むと、
やわらかい音色が会場を包んだ。初
のソロコンサートは大盛況。「緊張
したけど楽しい２時間でした。お客
さまや家族、共演してくれた師匠と
先輩、皆さんに感謝です」と声を弾
ませる。
　ピアノ講師の母の下で育ち、幼少
から音楽に囲まれた生活。10 歳の
ときに学校でドレス姿の女性が演奏
するフルートを聴いて虜になった。
「音も見た目も魅力的でした。ピア
ノ以外の楽器に挑戦したくなって」
と運命の出会いを振り返る。高価な
楽器やレッスン費用。練習のため日
帰りで東京に通い続けた時期もある。
「夢に突き進む私を家族が応援して
くれた。周りの支えが無かったら今
の自分はありません」
　音大では全国から集まる学生のレ
ベルの高さに驚いた。スランプで音
が出なくなり、辞めたいと思う時期
もあったという。それでも「世界で
活躍する指導者の下で学び、裏表な
く意見を言い合える仲間に出会えた
ことが成長につながりました」
　フルートの魅力は「息を使う楽器
なので細かな感情も伝えやすい」こ
と。肺活量も必要で、体全体を使っ
て演奏する。「見た目は小さくて
も、実はエネルギッシュな楽器なん
です」。卒業後は帰郷し、後進の育
成をしながら各地で公演活動を行う。
昨年 12 月には結婚と、公私ともに
充実した日々を送っている。「菊池
にもっと音楽が根付けばうれしいで
すね」。温かい音色が人々を魅了し
続けている。

努
力
の
先
に
成
長
が
あ
る

Profile　しまだ・あずみ
昭和62年１月23日生まれ。
菊池北中、ルーテル学院高
校を経て桐朋学園大学音楽
学部を卒業。ピアノ講師の母
とともに島田音楽教室を主宰。
ヤマハ㈱有明楽器講師、ルー
テル学院中学・高等学校非常
勤講師、平成音楽大学非常
勤講師、日本フルート協会理
事。高野瀬区在住、31歳。

３月22日に益城町文化会館で開催
した「島田有純フルート・リサイタル」

熊本県伝統的工芸品に認
定された泗水窯（竹の下）。
陶芸家の福

ふく

吉
よし

浩
こう

一
いち

さんがろ
くろを回すと、見事な手つ
きで繊細な形を生み出しま
す。粘土の配合率、窯の温
度、焼く時間、炭の量。長
年の経験から導き出され
た膨大なデータを基に、精
巧な作品をつくり続けます。

（関連４～５㌻）
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土
と
向
き
合
い
続
け
る
日
々

　
「
地
道
に
続
け
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

て
光
栄
で
す
」。
選
出
を
受
け
福
吉
さ

ん
は
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
素
焼
き
し
た
も
の
を
炭
と
一
緒
に
焼

く
技
法
『
炭た

ん

化か

焼し
ょ
う

成せ
い

』。
印
象
的
な
灰

黒
色
は
、
煙
に
よ
っ
て
色
付
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
窯
入
れ
時
に
空
気
を
遮
断

し
な
い
と
割
れ
や
す
く
、
時
間
や
温
度
、

炭
の
量
が
違
う
と
色
ム
ラ
が
出
ま
す
。

熟
練
の
技
を
持
つ
福
吉
さ
ん
で
も
２
割

は
失
敗
し
て
し
ま
い
ま
す
。
窯
に
火
を

入
れ
て
か
ら
完
成
ま
で
約
３
日
。「
早

く
作
品
に
会
い
た
い
け
ど
、
そ
こ
は
我

慢
。
も
し
透
明
な
窯
が
あ
っ
た
ら
、
焼

き
物
の
色
が
ど
う
変
わ
る
か
見
て
み
た

い
よ
ね
」
と
無
邪
気
に
笑
い
ま
す
。

　
黒
を
引
き
立
た
せ
る
鮮
や
か
な
線
は

焼
く
前
に
模
様
を
刻
み
、
そ
こ
に
別
の

粘
土
を
埋
め
込
む
技
法
『
象ぞ

う

嵌が
ん

』。「
土

は
種
類
に
よ
り
熱
で
収
縮
す
る
比
率
が

違
い
ま
す
。
線
の
部
分
は
２
種
の
土
を

配
合
し
、
土
台
の
土
と
同
じ
収
縮
率
に

な
る
よ
う
研
究
を
重
ね
ま
し
た
」

　
工
作
好
き
が
高
じ
て
大
学
で
陶
芸
の

道
へ
。
炭
化
焼
成
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
卒
業
後
の
修
行
期
に
見
た
弥
生
時
代

の
発
掘
現
場
で
し
た
。「
土
器
の
か
け

ら
の
黒
色
が
美
し
く
て
。
こ
の
色
を
追

い
求
め
た
い
」
と
制
作
を
始
め
ま
し
た
。

　
昭
和
55
年
、
母
の
実
家
が
あ
る
泗
水

町
に
両
親
と
転
居
。
翌
年
に
窯
を
開
き
、

作
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
実
績
に

固
執
せ
ず
向
上
心
を
忘
れ
な
い
福
吉
さ

ん
。「
陶
芸
は
終
わ
り
が
無
い
。
こ
れ

か
ら
も
成
長
し
続
け
た
い
で
す
ね
」

教
室
は
生
徒
た
ち
の
生
き
が
い
に

　
泗
水
窯
で
は
陶
芸
教
室
を
週
２
回
開

催
し
て
い
ま
す
。「
食
器
を
作
っ
て
孫

に
あ
げ
る
の
」「
先
生
が
格
好
良
い
か

ら
通
っ
ち
ゃ
う
」
と
、
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
手
を
動
か
す
生
徒
た
ち
。
30
年

以
上
通
い
続
け
る
生
徒
も
い
て
、
最
高

齢
は
な
ん
と
92
歳
で
す
。「
皆
さ
ん
が

純
粋
に
喜
ぶ
姿
を
見
る
と
、
元
気
を
も

ら
え
ま
す
」
と
福
吉
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

夏
休
み
は
泗
水
公
民
館
で
子
ど
も
を
対

象
に
教
室
を
開
講
予
定
。「
経
験
を
菊

池
に
還
元
し
た
い
。
多
く
の
人
に
陶
芸

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

ろ
く
ろ
の
上
を
回
る
粘
土
の
塊
は
、み

る
み
る
う
ち
に
焼
き
物
の
形
へ
と
変
わ

り
ま
す
。
ま
る
で
魔
法
の
手
―
。
熊
本

県
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
３
月
に
指

定
を
受
け
た
泗
水
窯
。
本
市
で
は
昭

和
54
年
に
指
定
さ
れ
た『
出
田
み
の
保

存
会
』
以
来
39
年
ぶ
り
２
件
目
の
選

出
で
す
。
緻
密
に
計
算
し
た
技
法
を

駆
使
し
て
陶
芸
作
品
を
つ
く
り
出
す

福ふ
く

吉よ
し

浩こ
う

一い
ち
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

熊本県伝統的工芸品

❶主に日常生活で使うもの 
❷製造の主要部分が手工業
的 ❸伝統的技術・技法によ
り製造 ❹主な原材料として
伝統的に使用されてきたも
のを使っている ❺おおむね
30年以上の歴史を有する

上記の要件を全て満たした
工芸品について県が指定。

1_ 窯を開いた当時から包装紙は変わらぬデザイン 2_アトリエには作品が並び、
購入もできる 3_大人気の陶芸教室 4_妻・里

り

加
か

子
こ

さん手作りの看板。妹の直
なお

子
こ

さ
んも同地で別の窯を構える 5_左下写真『炭

たん

化
か

練
ねり

上
あげ

皿
さら

』の技法「練り上げ」は個々
の粘土をいくつも合わせ、金太郎飴のようにカットし模様を作る 6_ 手作りの仕事
道具が並ぶ 7_意識を集中して形を整える 8_愛用の工具たち

炭
たん

化
か

練
ねり

上
あげ

皿
さら

（直径30㌢）

炭
たん

化
か

線
せん

象
ぞう

嵌
がん

花
か

器
き

（直径34㌢×高40㌢）

7 3 2

456

8
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■泗水窯

【問い合わせ先】

泗水町吉富2664-5
☎0968（38）4545

市長公室広報交流係
☎０９６８（25）７２５２

陶芸家

合志川

とよみずの湯
●

ヒライ●

●孔子公園

●大吉うどん

●道の駅
  養生市場

至合志↓

至七城 ↑

泗水窯
387

昭和29年４月２日、鹿児島市
生まれ。九州産業大学芸術
学部卒。熊本県美展工芸部
門で最高賞（昭和57年）、く
らしの工芸展グランプリ（昭

和60年）、日本伝統工芸展に25回入選など受賞
多数。平成13年には秋篠宮家へ作品を献上。日
本工芸会正会員、元熊本大学非常勤講師。64歳。

福
ふく

吉
よし

浩
こう

一
いち

さん（竹の下）

陶芸家
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「
菊
池
市
第
二
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
前
期
基

本
計
画
か
ら
見
え
て
き
た
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
の
検
証
結
果
を
生
か
し
、健
全

な
財
政
運
営
に
配
慮
し
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

問
財
政
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
２

平成３０年度

歳 出［ 目的別 ］ ［ 性質別 ］
総額292億9,800万円

グ
ラ
フ
で
見
る
本
年
度
の
予
算

歳 入右の円グラフ
は「歳入」「歳出

（ 目的別・性質
別）」を表して
います。

総額292億9,800万円

当
初
予
算
が

　
　
決
ま
り
ま
し
た

歳入
■自主財源　地方公共団体が自らの権能
に基づいて自主的に収入するもの
■依存財源　国や県の意思決定に基づき
収入されるもの
■市税　市民税や固定資産税など市民の
皆さんからの税金
■その他　分担金、負担金、使用料、手数
料、繰越金、諸収入など
■地方交付税　地域ごとの状況の違いを
調整するため国税の一部から交付される
お金
■国庫・県支出金　特定事業に対し国・県
から使いみちを指定して交付されるお金
■繰入金　基金から一般会計に組み入れ
るお金
■市債　長期間利用される市の施設をつ
くるためなどに借り入れるお金

歳出
■義務的経費　人件費、扶助費、公債費
を合わせた、毎年必ず支出が必要となる
費用
■人件費　職員の給料や退職金などの
費用
■扶助費　保育所の運営、生活保護、子
どものための手当て、医療費の援助など
の費用
■公債費　過去の借入金に要する返済の
ための費用
■普通建設事業費　道路工事や施設など
を建設する事業に要する費用
■物件費　消耗品や備品などに要する経
費、委託料、光熱水費など
■補助費等　公益的な事業などに対して
の補助金や負担金など
■繰出金　一般会計から特別会計などに
支出する経費

　
本
市
の
財
政
は
、
熊
本
地
震
の
影
響

で
大
変
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
決
算
で
は
、
合
併
後
初
め

て
財
政
調
整
基
金
（
約
13
億
円
）
を
取

り
崩
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
熊
本

地
震
の
影
響
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
超
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
く

た
め
、
扶
助
費
な
ど
経
常
経
費
が
増
加
。

庁
舎
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

な
ど
、
大
規
模
事
業
の
財
源
と
し
て
借

入
れ
た
合
併
特
例
事
業
債
な
ど
に
よ
り
、

公
債
費
も
増
加
し
ま
す
。

予
算
の
概
要

　
本
年
度
は
、
熊
本
地
震
の
被
災
者
の

生
活
再
建
に
向
け
た
支
援
を
第
一
に

「
安
心
・
安
全
の
癒い

や

し
の
里
」
づ
く
り

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
主
な
施

策
は
、「
菊
池
市
第
二
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
」
の
６
つ
の
項
目
に
沿
っ

て
整
理
し
て
い
ま
す
。

①�

豊
富
な
資
源
を
活
用
す
る
元
気
な
産

業
づ
く
り
（
産
業
と
経
済
）

　
創
造
的
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
渓

谷
館
の
建
て
替
え
を
は
じ
め
と
し
た
渓

谷
内
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
特
色
あ
る
飲
食
店
の
立
地
を
促
進
す

る
グ
ル
メ
戦
略
で
は
、
創
業
融
資
制
度

を
創
設
し
て
開
業
を
支
援
し
、
安
定
経

営
に
向
け
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

②�

学
び
合
い
と
地
域
が
育
む
人
づ
く
り

（
教
育
と
文
化
）

　
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
の
子
ど
も
た

ち
の
進
学
を
後
押
し
す
る
た
め
、
給
付

型
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
学
習
習
慣
が
十
分
で
な
い
生
徒
に
対

す
る
学
習
支
援
と
し
て
、
地
域
と
学
校

が
連
携
協
働
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
支
え
地
域
を
創
生
す
る
「
地
域
未
来

塾
」
を
、
市
内
全
て
の
中
学
校
に
拡
大

し
ま
す
。

③�

み
ん
な
で
支
え
合
う
生
涯
に
わ
た
る

安
心
づ
く
り
（
保
健
と
福
祉
）

　
「
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
」
の
下
、

市
民
と
行
政
、
事
業
所
が
お
互
い
に
協

力
・
連
携
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
各
種
健
診
の
受
診
率
を
向
上
し
、
生

活
習
慣
病
予
防
・
重
症
化
予
防
の
取
り

予
算
の
規
模

　
一
般
会
計
予
算
は
、平
成
29
年
度（
骨

格
＋
肉
付
）
と
比
べ
て
２・
３
％
減
の

２
９
２
億
９
８
０
０
万
円
で
す
。

●
歳
入

　

貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
は
、

８・９
％
の
増
収
を
見
込
み
ま
し
た
が
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

永
続
的
な
税
収
の
増
加
は
見
込
め
な
い

状
況
で
す
。

　
国
・
県
な
ど
の
特
定
財
源
と
地
方
交

付
税
な
ど
を
加
え
て
も
不
足
す
る
財
源

は
、
将
来
の
健
全
な
財
政
運
営
を
検
証

し
、
地
方
交
付
税
の
振
り
替
え
で
あ

る
臨
時
財
政
対
策
債
７
億
６
０
０
万

円
の
発
行
と
、
財
政
調
整
基
金
を

25
億
６
０
０
万
円
取
り
崩
す
こ
と
に
し

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援
し

て
い
く
た
め
に
、
乳
幼
児
健
診
や
交
流

の
拠
点
と
し
て
、
母
子
等
保
健
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。

④�

自
然
の
恵
み
を
守
る
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
（
自
然
環
境
と
安
全
）

「
菊
池
桜
千
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ

る
日
本
一
の
桜
の
里
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
景
観
計
画
に
基
づ
き
保
全
す
べ

き
重
要
な
地
域
を
景
観
形
成
重
点
地
区

と
し
て
、
新
た
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑤�

快
適
で
便
利
に
暮
ら
せ
る
基
盤
づ
く

り
（
都
市
基
盤
と
生
活
基
盤
）

　
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
感
じ
ら
れ
る

景
観
や
空
間
を
生
か
し
、
温
泉
街
と
市

街
地
回
遊
の
拠
点
と
な
る
よ
う
市
民
広

場
の
再
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

森
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
や
花
壇
づ

く
り
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
、
花
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

⑥�

開
か
れ
た
市
政
と
行
財
政
の
効
率
化

（
政
策
推
進
）

　
公
共
施
設
は
、
利
用
状
況
や
社
会
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
、
将
来
的
に
維
持
可

能
な
施
設
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
効
率
的
で
効
果
的
な

行
政
運
営
に
取
り
組
み
、
合
理
化
・
迅

速
化
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

向
上
し
ま
す
。

ま
し
た
。

●
歳
出

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
実
施
し

て
い
る
庁
舎
整
備
建
設
事
業
（
約

１
億
８
５
０
０
万
円
）、
市
民
広
場

再
整
備
事
業
（
約
５
億
１
２
０
０
万

円
）、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
（
約

５
億
５
千
万
円
）、
企
業
誘
致
等

推
進
事
業
（
約
６
億
６
８
０
０
万

円
）、
北
岸
線
道
路
改
良
事
業

（
約
２
億
３
７
０
０
万
円
）、
七

城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

（
１
億
４
３
０
０
万
円
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分
か
り
や
す
い

「
市
民
向
け
予
算
説
明
書
」
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
予
算

書
は
財
政
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

扶助費 20.4%
59億7,012万円

民生費 33.3%
97億6,111万円

市税 18.6%
54億4,244万円

その他 17.2%
50億3,762万円国庫支出金 13.0%

38億2,201万円

県支出金 10.5%
30億8,843万円

地方債 10.5%
30億8,470万円

地方交付税 25.6%
75億円

地方譲与税等 4.6%
13億2,280万円

総務費 11.9%
34億7,213万円

教育費
9.6%
28億2,199万円

公債費 10.8%
31億6,345万円

土木費 9.7%
28億4,781万円

農林水産業費 8.8%
25億8,627万円

衛生費 7.9%
23億2,632万円

義務的
経費
45.5%

その他の
経費
39.1%

自主財源
35.8%

依存財源
64.2%

投資的
経費
15.4%

人件費 14.3%
41億8,489万円

公債費 10.8%
31億6,345万円

普通建設事業費等 
15.4%
45億103万円

補助費等 16.4%
48億304万円

物件費 12.5%
36億5,646万円

繰出金 8.7%
25億3,825万円

維持補修費 0.5%
1億4,581万円 その他 0.3%

1億3,579万円
積立金 0.7%
1億9,916万円

消防費 2.8%
8億2,407万円

商工費 3.7%
10億8,095万円

議会費 0.7%
2億1,294万円

その他 0.7%
2億96万円
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1

3

4

2

生
き
が
い
づ
く
り
と
見
守
り
活
動
に
も

　
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
は
地
域
住
民
が

主
体
。
区
の
老
人
会
や
趣
味
の
会
な
ど
の
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
曜
日
や
時
間
を
決
め
、
公
民

館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
週
１
回
の
体
操
は
地
域
の

人
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
る
貴
重
な
機
会
。
体

操
の
後
に
茶
話
会
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
親
睦

を
深
め
る
団
体
も
増
え
始
め
て
い
ま
す
。
楽

し
み
が
あ
る
こ
と
で
体
操
も
続
き
、
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
人
に
参
加

を
呼
び
か
け
て
外
に
出
る
き
っ
か
け
を
作
っ

た
り
、
欠
席
し
た
人
に
声
を
か
け
た
り
す
る

こ
と
で
地
域
の
絆
が
深
ま
り
、
住
民
同
士
の

見
守
り
活
動
や
助
け
合
い
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

交
流
会
に
１
５
０
人
が
参
加

　

市
が
介
護
予
防
と
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
・
通
い
の
場
づ
く
り
を
目
指
す
「
い
き
い

き
１
０
０
歳
体
操
」。
３
月
１
日
に
交
流
会

を
開
催
し
、
地
域
で
体
操
に
取
り
組
む
団
体

か
ら
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
「
な
か
な
か
区
の
集
ま
り
に
顔
を
出
さ
な

い
人
も
体
操
に
は
参
加
し
て
く
れ
る
」「
筋

力
が
付
い
た
の
で
立
ち
上
が
る
の
が
楽
に

な
っ
た
」な
ど
と
効
果
を
発
表
。
今
後
の
活

動
に
も
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
す
。

体
調
だ
け
で
な
く
幸
福
度
も
向
上

　　
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
は
、
ア
メ
リ
カ

国
立
老
化
研
究
所
が
推
奨
す
る
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
基
に
高
知
市
が
開
発
。
準
備
体
操
、

筋
力
運
動
、
整
理
体
操
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
、

手
首
や
足
首
に
重
り
を
付
け
て
行
う
の
が
特

徴
で
す
。
週
1
回
以
上
続
け
る
こ
と
で
筋
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
介
護
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
筋
肉
を
増
や

し
て
転
倒
し
に
く
い
体
を
作
る
こ
と
で
、
骨

折
や
寝
た
き
り
状
態
に
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
昨
年
10
月
か
ら
体
操
を
始
め
た
５
団
体
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
体
操
の
効
果
が

体
調
だ
け
で
な
く
、
心
の
持
ち
方
に
も
良
い

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。（
左
グ
ラ
フ
参
照
）

交流会参加者の声

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
６

　知人からいきいき１００歳体操の
評判を聞き、近所の仲間を誘いまし
た。年を取ってからは、自分が出か
ける場や楽しみは自分で作ろうと意
識しています。体操をとおして近所
に住んでいながらこれまで知らな
かった地域の人とも出会い、一緒に
語り、笑いあう喜びを実感。毎週の
楽しみになっています。
　体操を始めてまだ日は浅いです
が、｢継続は力なり｣ を体で実践し、
健康づくりに励んでいきたいです。

　上西青年隊は平均年齢８6歳の
17人で活動しています。年末年始
の間も休みたくないとの声が上が
るほど、皆さん毎週楽しみに通って
います。室内の運動なので、季節に
関係なく続けやすいのも嬉しいで
すね。
　趣味の野球で傷め、長い間取れ
なかった太ももの痛みが無くなった
んです。体操の効果を実感し、走れ
る喜びを噛み締めています。自分
で感じた効果をアピールし、参加者
を増やしていきたいです。

いきいきMonday（左から）

上西青年隊

いきいき100歳体操 参加団体を募集しています
登録団体には体操のDVDを配布します。

西
にし

口
ぐち

特
とっ

攻
こう

さん（上西寺）

い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
は
平
成
29
年
10
月
、県
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
５
団
体
か
ら
始
ま
り
、わ
ず
か
５
カ
月
で
44
団
体
に

ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
人
気
の
理
由
を
紹
介
し
ま
す
。

1_ 重りを付けての体操で筋力アップ（岩本） 2_ 交流会参加者最高齢96歳の髙
たか

木
ぎ

精
せい

さん（五海） 3_登録証を手にする参加者（桜山） 4_ 体操後の茶話会（上住吉）

現在の体の状態

前 4.3

4.3

68.1

78.7

25.5

17

2.1

後

非常に良い 良い 悪い 無回答（普通も含）

日々の生活の不便さ

前 23.4

23.4

46.8

34.1 31.9

14.9

10.6

14.9

後

感じている やや感じている どちらかといえば感じていない
感じていない

幸せだと感じているか

前 49

63.9

46.8

34

2.1

2.1後

感じている やや感じている どちらかといえば感じていない
感じていない

登録条件

【申し込み先】 高齢支援課地域包括支援係 ☎０９６８（25）７２１６

▶5人以上の団体で過半数が65歳以上
▶なるべく週1回以上、最低3カ月続けること
▶椅子・テレビ・DVDプレイヤーを団体で準備できること
▶政治・宗教を伴う活動や営利を目的とした団体でないこと
※公民館や自宅など、会場はどこでも可能です。

城
じょう

　正
まさ

枝
え

さん（上赤星）
髙
こう

山
やま

德
のり

子
こ

さん（上赤星）
中
なか

津
つ せ

津
つ

子
こ

さん（上赤星）
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菊池市議会議員一般選挙

【問い合わせ先】 菊池市選挙管理委員会 ☎0968（25）7201

５月20日㈰ 午前7時～午後7時
５月13日㈰

投票所を間違えないようご注意ください。

※今回の選挙より次の投票所が変更になりますのでご注意ください。
　［ 第5投票所 ］ 河原体育館 ⇒ 藤田公民館

投
票
で
き
る
人

　
平
成
30
年
５
月
12
日
調
製
の
菊
池
市

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
公
民
権
停
止
者
は
登
録
さ
れ

て
い
て
も
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
人
名
簿
登
録
の
た
め
の
資
格
要
件

▼�

平
成
12
年
５
月
21
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

▼�

平
成
30
年
２
月
12
日
ま
で
に
本
市
に

住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
。

▼�

平
成
30
年
５
月
12
日
現
在
で
欠
格
事

項
（
公
職
選
挙
法
第
11
条
、
２
５
２

条
お
よ
び
政
治
資
金
規
正
法
第
28

条
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、
告
示
日
以
降

に
各
有
権
者
へ
郵
送
し
ま
す
。
投
票
の

際
に
該
当
す
る
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
な

か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
場
合
で

も
投
票
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
直
接
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
又
は
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
期
日
前
投
票
、
ま
た
は
不
在
者

投
票
を
す
る
人
は
、
入
場
券
の
は
が
き

を
開
く
と
「
期
日
前
投
票
又
は
不
在
者

投
票
の
宣
誓
書
・
請
求
書
」
が
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
期
間

▼
５
月
14
日
㈪
～
19
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

投
票
場
所

▼
菊
池
市
役
所
庁
舎
１
階
会
議
室

▼
七
城
支
所
１
階
図
書
監
査
室

▼
旭
志
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

▼
泗
水
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

　
期
日
前
投
票
は
、
い
ず
れ
の
投
票
所

で
も
投
票
で
き
ま
す
。

対
象
者

▼�

期
日
前
投
票　
菊
池
市
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
、本
市
で
投
票
す
る
人
。

▼�

不
在
者
投
票　
他
の
市
町
村
で
投
票

す
る
人
。
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

で
投
票
す
る
人
。

▼�

郵
便
投
票　
身
体
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
人
。
要
介
護
者
で
要
介
護
状

態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
状
態
の

人
（
郵
便
等
投
票
証
明
書
が
必
要
）

そ
の
他

▼�

選
挙
公
報
は
、
区
長
を
通
じ
て
各
戸

へ
配
布
し
ま
す
。

▼�

選
挙
当
日
は
、
郵
送
さ
れ
る
入
場
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

投
票
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
る

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
地
図
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼�

当
日
は
、
開
票
速
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

投票区 投票所 区　　　域
第1 熊本県県北広域本部 上町・立町・高野瀬
第2 ふれあい交流センター 袈裟尾・玉祥寺・遊蛇口・稗方・堀切

第3 菊池市役所庁舎 中町・下町・切明・立石・迎町・中央通・横町・
正院町・栄町・北原・大琳寺・北宮

第4 文化会館小ホール 西正観寺・東正観寺・片角・亘・築地

第5 藤田公民館 神鶴・菊池松島・日向・柿木平・中原・藤田・
下木庭・上木庭

第6 水源支館 菊池佐野・鍋倉・原細永・日生野・伊牟田・滝
黒仁田・木佐木・下組・塚原・長六・岩平

第7 水迫里山の家 戸城・永山・伊野・杉生・木護・柏・鉾の甲・生
味・古川・立門

第8 龍門体育館 寺小野・染土・長野・龍門1・雪野・小木・中
山・鳳来・穴川

第9 迫間支館
西迫間・七坪・市野瀬・中野瀬・太田・東迫
間・戸豊水・大柿・菊池平野・茂藤里・篠倉・
伊倉・道園・金峰

第10 西部市民センター 深川・上長田・野間口・神来・上西寺・中西
寺・辻・下西寺・南古閑・北古閑・東原

第11 花房小学校体育館 村田・下長田・大塚・上出田・下出田･植古
閑・広瀬・木柑子・花房台

第 12 戸崎支館 今・甲森北・乙森北・上古閑・下赤星・上赤星

第 13 七城老人福祉センター 山崎・上水次・下水次・岡田・流川・辺田・台・
瀬戸口・居屋敷の里

第14 七城公民館
荒牧・高田・五海・西郷・西郷従業員住宅・砂
田西団地・羽根木・蟹穴・戸田島・七城田中・
本村・加恵

第15 七城体育館 甲佐町・新古閑・清水・宮園・菰入・間所・雇
用促進住宅・岩瀬・前川

投票区 投票所 区　　　域

第16 リバーサイドパーク 板井・梶迫・林原・元村・新村・打越・内島・小
野崎・大尺・七城松島・上橋田・下橋田

第17 岩本公民館 小川・姫井・九の峰・楠原・岩本・岩本住宅・
伊萩

第18 高柳集落センター 北桜ヶ水・南桜ヶ水・平・高柳・湯舟・小原・高
柳住宅

第19 旭志小学校体育館 妻越・津留・高永・伊坂・大迫・特養あさひが
丘荘・新明団地

第20 川辺コミュニティセン
ター

片川瀬・尾足・川上・川下・出分・川辺南・あ
さひが丘

第21 泗水支所
薬師・上高江・福本一・福本二・泗水社・田
吹・福本団地・東原団地・村吉・富・富出分・
泗水田中・竹の下・迫田団地・堂迫団地・北
原団地・久米二・久米一・三万田

第22 泗水東小学校体育館 永・永出分・富納・泗水苑・飛熊・上住吉・南
住吉・北住吉・南山手

第23 泗水西小学校体育館
田島一・田島二・猪の目・岡・泗水平野・井戸
方・泗水佐野・糠泉・辰頭東団地・辰頭西団
地・サニーサイド・田島団地・高江・高江出分

第24 泗水B&G海洋センター
体育館

老人ホーム・富の原中央・富の原台・富の
原東・ミライアル第1寮・菊池園・富の原北・
菊農高寮・富の原一・富の原西・朝日団地
富の原団地

第25 泗水第 2 体育館南側
プレハブ

桜山一・桜山二・桜山三・桜山四・桜山五・桜
山六・桜山七・桜山八・桜山九・永南

投票日

告示日

皆
さ
ん
の
投
票
所
は

下
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投票所一覧 満
開
の
桜
の
中
、約
２
５
０
０
人
が
快
走

　
第
63
回
熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン
が
３

月
25
日
、
菊
池
市
民
広
場
を
メ
ー
ン

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

２
０
１
８
く
ま
フ
ァ
ン
ラ
ン
も
併
せ
て

開
催
。
約
２
５
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

春
の
菊
池
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
ハ
ー

フ
・
10
㌔
・
４
㌔
の
３
コ
ー
ス
、
16
部

門
で
実
施
。
同
時
開
催
の
く
ま
フ
ァ
ン

ラ
ン
は
４
㌔
で
タ
イ
ム
計
測
が
無
く
、

楽
し
ん
で
走
る
こ
と
が
目
的
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
ど
の
部
門
も
菊
池
神
社
参
道

の
第
一
鳥
居
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
御
所

通
り
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
を
出
そ
う
と

タ
イ
ム
を
狙
っ
て
走
る
選
手
だ
け
で
な

く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
む

親
子
や
海
外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
見

ら
れ
、
中
に
は
手
作
り
の
衣
装
で
仮
装

し
て
走
る
人
も
。
沿
道
に
並
ぶ
観
客
は

拍
手
や
声
援
で
後
押
し
し
、
ラ
ン
ナ
ー

は
笑
顔
で
手
を
振
っ
た
り
写
真
を
撮
っ

た
り
し
な
が
ら
菊
池
の
自
然
や
街
並
を

走
り
ま
し
た
。

　

市
民
広
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
は
、

開
会
式
で
く
ま
モ
ン
や
こ
ろ
う
君
が
登

場
。
特
別
ゲ
ス
ト
の
水す

い
前ぜ

ん
寺じ

清き
よ

子こ

さ
ん

は
「
３
６
５
歩
の
マ
ー
チ
」
を
歌
っ
て

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
地

元
の
飲
食
店
も
多
く
出
店
し
、
菊
池
の

特
産
品
や
料
理
で
来
場
者
を
も
て
な
し

ま
し
た
。

コース 部　門 氏　名 記　録

ハーフ

一般男子39歳以下 内
うつ

海
み

　健
たける

１時間8分27秒

一般男子40歳以上 有
う

働
どう

智
ち

明
あき

1時間19分58秒

一般女子 林
はやし

　久
く

美
み

1時間41分5秒

10km

一般男子39歳以下 荒
あら

木
き

諭
さと

志
し

34分10秒

一般男子40歳以上 岩
いわ

木
き

憲
けん

一
いち

35分36秒

一般女子 青
あお

木
き

佐
さ

和
わ

42分29秒

４km

一般男子39歳以下 宮
みや

尾
お

昌
まさ

樹
き

13分25秒

一般男子40歳以上 田
た

中
なか

正
まさ

章
あき

13分41秒

一般女子39歳以下 高
たか

良
ら

　恵
めぐみ

16分49秒

一般女子40歳以上 内
うち

野
の

美
み

里
さ

子
こ

17分15秒

中学生男子 白
しら

坂
さか

　清
しん

13分32秒

中学生女子 冨
とみ

岡
おか

志
し

帆
ほ

14分40秒

小学生男子（1年生～3年生） 梨
な

子
し

本
もと

駿
しゅん

15分42秒

小学生男子（4年生～6年生） 浦
うら

川
かわ

栞
かん

伍
ご

14分14秒

小学生女子（1年生～3年生） 高
たか

良
ら

 ゆず 17分22秒

小学生女子（4年生～6年生） 齋
さい

藤
とう

　圓
まどか

16分36秒

各部門の優勝者（敬称略）

豊かな自然と食を満喫

第63回熊日菊池　   マラソン大会
with 2018くまファンラン

1_ 勢いよくスタートした選手
たち 2_2体の白龍も登場 3_
手造りのボードで応援 4_ ス
タート前に意識を集中 5_ 大
人気のくまモンところう君 6_
武者や女官も応援にかけつけ
て大会を盛り上げました

12

3

5

6

4

2010熊本県くまモン
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私
の
○
○
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

　
「
私
の
○
○
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
」

を
テ
ー
マ
に
、
菊
池
の
文
化
や
風

景
を
宣
伝
す
る
作
品
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
動
画
５
点
、
写
真
50
点
、

計
55
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
動
画
部
門
３
点
、

写
真
部
門
で
10
点
の
入
賞
作
品
を

決
定
し
、
４
月
11
日
に
市
役
所
で

表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
江え

が
し
ら頭

実み
の
る

市
長
は
「
い

い
も
の
を
撮
り
た
い
と
い
う
意
識

が
魅
力
の
発
見
に
つ
な
が
り
、
そ

の
魅
力
が
他
の
人
に
も
伝
わ
る
。

ど
の
作
品
も
菊
池
の
魅
力
が
伝

わ
っ
て
く
る
も
の
ば
か
り
」
と
講

評
。
動
画
部
門
準
グ
ラ
ン
プ
リ
の

菊き
く

池ち

幸こ
う

三ぞ
う

さ
ん
（
高
野
瀬
）
は

「
市
で
象
徴
的
な
も
の
と
い
え
ば

桜
。
桜
は
毎
年
観
に
来
る
」、
写

真
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
の
山や

ま

村む
ら

龍た
つ

彦ひ
こ

さ
ん
（
迎
町
）、
金か

な

光み
つ

麻ま

佐さ

也や

さ

ん（
正
院
町
）は「
自
分
が
イ
メ
ー

ジ
し
た
も
の
を
撮
れ
る
ま
で
何
度

も
通
っ
た
。
写
真
は
出
会
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
市
長
賞
の
岡お

か

崎ざ
き

史ふ
み

裕ひ
ろ

さ
ん
（
木
柑
子
）
は｢

一
番
好

き
な
場
所
で
撮
っ
た
。
多
く
の
人

が
菊
池
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

全
作
品
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
写
真
は
市
役
所

本
庁
１
階
ロ
ビ
ー
に
５
月
31
日
㈭

ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

動画・写真コンテスト
受賞作品https://www.facebook.com/kikuchicity

第６回

【写真部門】 グランプリ 『光射す』　 撮影者：山
やま

村
むら

龍
たつ

彦
ひこ

さん（菊池市）

【動画部門】 準グランプリ
『KIKUCHINOSAKURA』

撮影者：KOZOさん（菊池市）

【写真部門】 入選『月でサッカー』
撮影者：清

せい

流
りゅう

の森
もり

さん（熊本市）

【
写
真
部
門
】 

入
選
『
楽
し
い
イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー
』

撮
影
者
：
木き

原は
ら　
進す

す
む

さ
ん（
熊
本
市
）

受賞者の皆さん。
市内外からたくさんの応募をいただきました

❶QRコードを読み取ると動画サイトが開きます。
❷�AR のアイコンがある写真にスマートフォンをかざすと動画

が流れます。AR動画の視聴方法は43ページをご覧ください。

※動画部門のグランプリと市長賞は該当なし。

【写真部門】 準グランプリ『里山にかかる虹』
撮影者：金

かな

光
みつ

麻
ま

佐
さ

也
や

さん（菊池市）

【写真部門】 入選『雨上がりの夜空に千輪菊』
撮影者：松

まつ

浦
うら

　寛
ひろし

さん（福岡県久留米市）
【写真部門】 市長賞『ゆうらん』

撮影者：岡
おか

﨑
ざき

史
ふみ

裕
ひろ

さん（菊池市）

【
写
真
部
門
】 

入
賞
『
冬
の
迫
間
め
が
ね
橋・滝
』

撮
影
者
：
迫は

ざ
ま　
好よ

し

秀ひ
で

さ
ん（
菊
池
市
）

その他の入賞作品
【動画部門】 入選
・『菊池渓谷』  撮影者：佐

さ

伯
えき

勝
かつ

利
とし

さん（熊本市）
・『みんなで楽しく歌いましょう』  撮影者：上

うえ

原
はら

茂
しげ

章
あき

さん（熊本市）
【写真部門】 佳作
・『掛干し』  撮影者：梅

うめ

野
の

秀
ひで

和
かず

さん（佐賀県神埼市）
・『冬の菊池川』  撮影者：安

あん

藤
どう

博
ひろ

人
と

さん（菊池市）
・『夜桜の輝き』  撮影者：山

やま

本
もと

昭
あき

信
のぶ

さん（合志市）
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【問い合わせ先】
企画振興課
☎0968（25）7250

４月から５人が
着任しました。
新メンバーのプ
ロフィールや活
動を紹介します。

アートクリエーター

フェイスブックでも活動報告しています！
←フェイスブック QRコード

菊池市  協力隊

東
ひがし

　耕
こう

平
へい

さん
熊本市西区出身
釣り、ルアー作り趣味
コマ回し、粘土を使った
もの作り、小魚釣り

特技

―菊池の印象は？
自然豊かで、純粋なものを感じています。温かい人
ばかりで感謝しています。水がとてもおいしいです。
―どんな活動をしていきたいですか？
立体作品の彫刻家として活動しています。菊池の地
域性を理解して作品を創りたいです。また、菊池の
人たちと楽しくもの作りができる企画を計画中です。

ローイングディレクター

香
か

月
つき

俊
とし

彦
ひこ

さん
熊本市北区出身
釣り、イタリア語学習趣味
イタリアの造船会社で
修行したボート磨き

特技

―菊池の印象は？
斑蛇口湖ボート場を含め、世界に誇れる文化や歴
史が詰まった場所だと感じています。
―どんな活動をしていきたいですか？
ボート競技のコーチや普及活動をしています。「ボー
トのまち菊池」として、国内外から人が訪れる場所
にしたいです。テーマは「菊池から世界へ！」

里山創造コーディネーター

松
まつ

枝
えだ

智
とも

博
ひろ

さん
福岡県田川市出身
心理学、英会話趣味
どのような状況でもリ
ラックスできる

特技

―菊池の印象は？
水も作物も豊富。親しい人をファーストネームで呼
び合う風習があり、海外にいる気分になります。
―どんな活動をしていきたいですか？
海外生活を生かし、外国人の呼び込みや国外展開
に力を入れたいです。持続できる農業と収入源の
ある仕事を両立した生き方を実践し、広めたいです。

移住・定住コンシェルジュ

松
まつ

尾
お

　愛
あい

さん
熊本市北区出身
一眼レフ、吹奏楽（クラ
リネット）、歴史研究

趣味

道を尋ねられること特技

―菊池の印象は？
豊かな自然、ゆったりした時間、きれいな水、あった
かい人々！そして仕事を楽しむ人が多い印象です。
―どんな活動をしていきたいですか？
子育て・教育という視点から移住定住を促す活動を
考えています。菊池の「地域で子育て」という良さ
を、都市部にアピールしていきたいです。

移住・定住コンシェルジュ

草
くさ

野
の

優
ゆう

二
じ

さん
京都市中京区出身
読書、映画鑑賞、プロ
野球観戦、温泉めぐり

趣味

おいしい珈琲を淹れる
（実家は老舗の純喫茶）

特技

―菊池の印象は？
気さくで温和な人が多いです。京都に似た気候と
聞きましたが、風があるぶん京都より住み良いです。
―どんな活動をしていきたいですか？
真面目だけが取り柄のつまらない人間ですが、菊
池の人の手助けになることを一つずつ地道にやっ
ていきたいです。よろしくお願いします。

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

Ｌ
ａ
Ｔｏ

椎 

た
け
子

村
むら

上
かみ

いずみさん
森
もり

田
た

幸
ゆき

江
え

さん

【問い合わせ先】
農政課ブランド推進室
☎0968（25）7266

小
お

川
がわ

里
さと

美
み

さん

頼
より

本
もと

幸
ゆき

江
え

さん

前
まえ

島
じま

　赳
たけし

さん

地域おこし協力隊
ブランド推進マネージャー

番外編

４
人
の
お
母
さ
ん
と
協
力
隊
が
企
画

　
ほ
ど
よ
い
酸
味
と
甘
み
に
、
辛
味
の
ア
ク
セ

ン
ト
。
ニ
ン
ジ
ン
や
菊
池
の
特
産
品
ヤ
ー
コ
ン

と
と
も
に
揚
げ
た
肉
厚
の
シ
イ
タ
ケ
は
、
コ
リ

コ
リ
し
た
食
感
で
つ
い
箸
が
進
み
ま
す
。
村む

ら

上か
み

い
ず
み
さ
ん
（
遊
蛇
口
）
を
中
心
に
結
成
し
た

グ
ル
ー
プ
「
き
く
ち
の
母
ち
ゃ
ん
」
が
作
る
き

の
こ
南
蛮
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ブ
ラ
ン
ド

推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
農
業
関
係
の
活
動

を
す
る
前ま

え

島じ
ま

赳た
け
しさ

ん
は
、
初
め
て
試
作
品
を
食

べ
た
と
き
「
シ
イ
タ
ケ
に
こ
ん
な
お
い
し
い
食

べ
方
が
あ
っ
た
な
ん
て
」
と
驚
き
ま
し
た
。
実

は
昔
か
ら
シ
イ
タ
ケ
が
苦
手
だ
っ
た
前
島
さ
ん
。

「
特
有
の
臭
み
が
無
く
、
シ
イ
タ
ケ
嫌
い
の
人

で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」

　
家
業
で
原
木
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
し
て
い
る
遊

蛇
口
地
区
の
４
人
は
後
継
者
問
題
に
悩
み
、
近

年
は
出
荷
量
も
減
少
。
村
上
さ
ん
は
「
収
入
を

見
込
め
る
シ
イ
タ
ケ
作
り
の
基
礎
を
次
世
代
に

残
そ
う
と
、
み
ん
な
で
南
蛮
の
加
工
を
計
画
し

ま
し
た
」
と
説
明
し
ま
す
。
菊
池
で
馴
染
み
あ

る
シ
イ
タ
ケ
南
蛮
で
す
が
、
実
は
希
少
な
郷
土

食
。
前
島
さ
ん
は
「
こ
れ
は
売
れ
る
」
と
判
断

し
、
商
品
化
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
４
人
と
前
島
さ
ん
は
よ
り
良
い
商
品
を
作
る

た
め
試
行
錯
誤
。
前
島
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
、
各
地
で
試
食
を
振
る
舞
い
改
良
を
重
ね

ま
し
た
。
食
材
も
全
て
菊
池
産
で
無
農
薬
栽
培
。

揚
げ
た
食
材
は
秘
伝
の
タ
レ
に
絡
め
ま
す
。

　
商
品
は
市
内
の
観
光
物
産
館
や
道
の
駅
な
ど

の
直
売
所
で
販
売
中
。
生
産
者
の
４
人
や
前
島

さ
ん
も
売
り
場
に
立
ち
、
試
食
販
売
を
し
て

い
ま
す
。「
そ
の
ま
ま
で
も
お
い
し
い
け
れ
ど
、

温
め
る
の
が
オ
ス
ス
メ
。
私
は
ご
飯
に
混
ぜ
て

食
べ
る
の
が
好
き
で
す
ね
」と
村
上
さ
ん
。「
お

い
し
い
菊
池
の
シ
イ
タ
ケ
を
後
世
に
残
し
て
い

き
た
い
」
と
４
人
は
口
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

1.7_丹精込めて育てた有機栽培の原木シイタケ 2_肉厚のシイタケがたっぷ
り 3_代表の村

むら

上
かみ

いずみさん 4_４人は数十年来の仲良し。息の合った調理を
見せる 5_ 高温でシイタケをサッと揚げる 6_４月10日の完成報告では江

え

頭
がしら

実
みのる

市長らに試食を振る舞った 8_「ピリ辛味」と「うま甘酢」の２種を販売

12

3

8

56

4

7
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農地などの相談は
農業委員・農地利用最適化推進委員へ

農業委員・農地利用最適化推進委員の
任期は３年です

農業委員 （敬称略）

農地利用最適化推進委員 （敬称略）

　任期は、平成30年3月22日から平成33年3月21日までの3年
間です。

農地の売買や転用、そのほか農地に関することは、お気
軽にご相談ください。

問い合わせ先

農業委員会　☎0968（25）7235
七城支所　　☎0968（25）1080
旭志支所　　☎0968（25）3334
泗水支所　　☎0968（25）2155

田島一、田島二、岡、猪
の目、泗水平野、糠泉、
井戸方、泗水佐野

担当地区

右
みぎ

田
た

正
まさ

臣
おみ

17

中立（全域）
担当地区

髙
こう

山
やま

悦
えつ

子
こ

18

上西寺、中西寺、下西
寺、辻、南古閑、北古
閑、野間口、東原、村
田、上長田、下長田、大
塚、深川、神来、大琳
寺、北宮

担当地区

緒
お

方
がた

哲
てつ

郎
ろう

5

山崎、上水次、下水次、
岡田、流川、辺田、荒牧	
高田、台、瀬戸口

担当地区

歌
うた

丸
まる

研
けん

一
いち

7

上赤星、下赤星、今、甲
森北、乙森北、上古閑、
広瀬、木柑子、植古閑、
花房台、上出田、下出
田

担当地区

永
なが

田
た

正
せい

一
いち

郎
ろう

6

甲佐町、新古閑、清水、
宮園、菰入、間所

担当地区

楳
うめ

田
だ

　實
みのる

8

古川、立門、戸城、永
山、伊野、木護、柏、鉾
の甲、杉生、菊池佐野、
原細永、鍋倉、日生野、
伊牟田、下組、岩平、塚
原、長六

担当地区

丸
まる

山
やま

利
とし

明
あき

（会長）1

福本一、福本二、田吹、
高江、上高江、薬師、久
米一、久米二、竹の下、
三万田、高江出分

担当地区

川
かわ

口
ぐち

毅
たけ

憲
のり

（副会長）2

隈府、高野瀬、片角、亘、
築地、西正観寺、東正
観寺、袈裟尾、玉祥寺、
遊蛇口、堀切、稗方、上
木庭、下木庭、藤田

担当地区

永
なが

田
た

孝
たか

子
こ

3

茂藤里、篠倉、伊倉、道
園、金峰、生味、木佐
木、滝黒仁田、寺小野、
染土、長野、雪野、龍
門１、穴川、小木、鳳来

担当地区

緒
お

方
がた

啓
けい

一
いち

4

岩瀬、前川、板井、梶
迫、林原、元村、新村、
打越、内島、小野崎、松
島、上橋田、下橋田、大
尺

担当地区

守
もり

塚
つか

伸
しん

二
じ

10

小川、姫井、楠原、九の
峰、岩本、伊萩

担当地区

水
みず

上
かみ

義
よし

夫
お

11

戸田島、田中、本村、加
恵、五海、西郷、羽根
木、蟹穴

担当地区

荒
あら

木
き

孝
たか

子
こ

9

北桜ヶ水、南桜ヶ水、湯
舟、平、高柳、小原

担当地区

工
く

藤
どう

清
きよ

子
こ

12

津留、妻越、高永、大
迫、伊坂

担当地区

坂
さか

田
た

貞
てい

志
し

13

川上、川下、出分、川辺
南、尾足、片川瀬

担当地区

松
まつ

永
なが

孝
たか

志
し

14

上住吉、南住吉、北住
吉、飛熊、永、永南、永
出分、富納、桜山一、桜
山二、桜山三、桜山四、
桜山五、桜山六、桜山
七、桜山八、桜山九

担当地区

工
く

藤
どう

真
ま

理
り

子
こ

15

富、富出分、泗水田中、
村吉、富の原西、富の
原東、富の原北、富の
原中央、富の原台、富
の原一、朝日団地

担当地区

右
みぎ

田
た

博
ひろ

昭
あき

16

茂藤里、篠倉、
伊倉、道園、金
峰、生味、木佐
木、滝黒仁田

松
まつ

原
ばら

博
ひろ

文
ふみ

担当地区

6

寺小野、染土、
長野、雪野、龍
門１、穴川、小
木、鳳来

川
かわ

口
ぐち

秀
しゅう

一
いち

担当地区

7

西迫間、東迫
間、七坪、市野
瀬、中野瀬、太
田、戸豊水、大
柿、菊池平野

角
かく

田
だ

　誠
まこと

担当地区

8

上西寺、中西
寺、 下 西 寺、
辻、南古閑、北
古閑、野間口、
東原

野
の

村
むら

政
まさ

史
ふみ

担当地区

9

村田、上長田、
下長田、大塚、
深川、神来、大
琳寺、北宮

原
はら

田
だ

真
ま

琴
こと

担当地区

10

隈府、高野瀬、
片角、亘、築
地、西正観寺、
東正観寺、袈
裟尾、玉祥寺、
遊蛇口、堀切、
稗方

本
ほん

藤
どう

幸
ゆき

弘
ひろ

担当地区

1

神鶴、菊池松
島、日向、柿木
平、中原

今
いま

村
むら

幸
ゆき

弘
ひろ

担当地区

2

上木庭、下木
庭、藤田

城
じょう

　孝
たか

行
ゆき

担当地区

3

古川、立門、戸
城、永山、伊
野、木護、柏、
鉾の甲、杉生

坂
さか

本
もと

利
とし

秋
あき

担当地区

4

菊池佐野、原
細永、鍋倉、日
生野、伊牟田、
下組、岩平、塚
原、長六

外
ほか

村
むら

廣
ひろ

喜
き

担当地区

5

上赤星、下赤
星、今、甲森北	
乙森北、上古
閑

西
にし

山
やま

裕
ゆう

次
じ

郎
ろう

担当地区

11

広瀬、木柑子、
植古閑、花房
台、上出田、下
出田

田
た

中
なか

正
まさ

次
つぐ

担当地区

12

山崎、上水次、
下水次、岡田、
流川

藤
ふじ

本
もと

至
し

誠
せい

担当地区

13

辺田、荒牧、高
田、台、瀬戸口

古
ふる

庄
しょう

正
まさ

治
はる

担当地区

14

戸田島、田中、
本村、加恵、五
海、西郷、羽根
木、蟹穴

小
こ

池
いけ

祐
ゆう

生
せい

担当地区

15

甲佐町、新古
閑、清水、宮園、
菰入、間所

美
び

麗
れい

博
ひろ

士
し

担当地区

16

岩瀬、前川、板
井、梶迫、林原、
元村

鎗
やり

水
みず

幸
こう

誠
せい

担当地区

17

新村、打越、内
島、小野崎、松
島、上橋田、下
橋田、大尺

田
た

代
しろ

浩
こう

一
いち

担当地区

18

小川、姫井、楠
原、九の峰

斎
さい

藤
とう

義
よし

雄
お

担当地区

19

岩本、伊萩

岩
いわ

根
ね

励
れい

志
し

担当地区

20

北桜ヶ水、南
桜ヶ水、湯舟

富
とみ

﨑
さき

丈
じょう

治
じ

担当地区

21

平、高柳、小原

上
うえ

野
の

昭
あき

雄
お

担当地区

22

津留、妻越、高
永、大迫、伊坂

永
なが

田
た

　隆
たかし

担当地区

23

川上、川下、出
分、川辺南、尾
足、片川瀬

青
あお

木
き

義
よし

行
ゆき

担当地区

24

上住吉、南住
吉、北住吉、飛
熊

水
みず

田
た

睦
むつ

郎
ろう

担当地区

25

永、永南、永出
分、富納、桜山
一、桜山二、桜
山三、桜山四、
桜山五、桜山
六、桜山七、桜
山八、桜山九

井
い

藤
とう

弘
ひろ

樹
き

担当地区

26

福本一、福本
二、田吹、高
江、上高江、薬
師

森
もり

　政
まさ

喜
き

担当地区

27

富、富出分、泗
水田中、村吉、
富の原西、富の
原東、富の原北、
富の原中央、富
の原台、富の原
一、朝日団地

甲
か

斐
い

郁
いく

人
と

担当地区

28

久米一、久米
二、竹 の 下、
三万田、高江
出分

末
すえ

田
だ

博
ひろ

幸
ゆき

担当地区

29

田島一、田島
二、岡、猪の目	
泗水平野、糠
泉、井戸方、泗
水佐野

松
まつ

岡
おか

一
かず

敎
のり

担当地区

30

　農業委員会は、行政委員会として農地の権利移動の
許可や農地転用申請書の受理、意見書の添付など農地
法に基づく事務のほか、①担い手への農地利用の集積・
集約化 ②遊休農地の発生防止・解消 ③新規参入の促
進などの活動を行います。

　農業委員会法の改正に伴い、3月22日に新しい農業
委員18人が市長から任命されました。また、区域ごと
に活動する農地利用最適化推進委員30人が、新たに
農業委員会から委嘱されました。
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老後に備えます
　65歳から一生涯、老齢基礎年金が支給されます。（終身
保障）
❶老齢基礎年金
　平成30年度年金額　779,300円（満額）
・�20歳から60歳になるまでの40年間（480月）の全期間

保険料を納めた人は、65歳から満額の老齢基礎年金が
支給されます。

・�老齢基礎年金を受けるためには、保険料を納めた期間と
保険料を免除された期間が最低10年（120月）あること
が必要です。

・�保険料を免除された期間の年金額は減額となりますが、
保険料の未納期間は年金額の対象期間になりません。

・�会社員や公務員（厚生年金や共済組合に加入）だった人
には、老齢厚生年金や退職共済年金が上乗せされて支
給されます。

不測の事態に備えます
　病気やけがで障がいを負って働けなくなったときには「障
害基礎年金」が、また、万一本人が亡くなったときは残され
た配偶者や子に「遺族基礎年金」が支給されます。
　会社員や公務員であるときの障がいや死亡の場合には、
厚生年金や共済年金からも基礎年金に上乗せされて年金
が支給されます。
❷�障害基礎年金
　平成30年度年金額（定額）　
　［１級］ 974,125円　　 ［２級］ 779,300円
・�国民年金加入中の病気やけがで障害等級表（1級・2級）

による障がいの状態にある間は障害基礎年金が支給さ
れます。※子の人数によって加算があります。

❸遺族基礎年金
　平成30年度年金額（配偶者）　1,003,600円
・��内訳  基本額　779,300円
　子1人の加算　224,300円
・��国民年金の加入者が亡くなったとき、その人によって生

計維持されていた「子のある妻・夫」または「子」に支給
されます。

・��子は18歳到達年度の末日まで、障がいがある場合は20
歳まで支給されます。

・��夫または妻に支給される場合は、子の人数によって加算
があります。

◆ご注意ください
　障害基礎年金や遺族基礎年金を受けるためには、障が
いや死亡といった事故が発生するまでの公的年金の加入
期間の3分の2以上の期間について、保険料が納付または
免除されていること、もしくは初診日または死亡した日の
属する月の前々月までの1年間に保険料の未納がないこと
が必要です。
◆届出が必要です
　年金を受給している人が引越しなどで住所や年金の受
取先金融機関を変更するときや、婚姻などで氏名が変わっ
たときには、年金事務所へ届出が必要です。日本年金機構
に住民票コードが登録されている方は、住所変更の届出は
原則不要です。

　国民年金の定額保険料（月額16,340円）に加えて付加
保険料（400円）を納めると、老齢基礎年金に付加年金が
上乗せされます。
　付加年金は申し込みをした月からの加入となり、さかの
ぼって加入することはできません。

◆付加年金の年金額
　200円×付加年金納付月数
◆付加保険料を納付できる人
　第1号被保険者（65歳以降の任意加入被保険者を除く）
だけが加入し納めることができます。なお、付加保険料も
国民年金保険料と同様に納期限（翌月末）から２年間納める
ことができます。
※�保険料の免除を受けている人や国民年金基金の加入者

は、納めることができません。
※農業者年金加入者は、必ず納める必要があります。

３つの基礎年金があなたの一生をサポートします

国民年金の「付加年金」をご存知ですか？

「学生納付特例制度」をご存知ですか？
　学生納付特例制度は、学生が申請により保険料の納
付が猶予される制度です。この制度を利用すること
で、将来の年金受給権の確保だけでなく、万一の事故
などにより障がいを負ったときの障害基礎年金の受給
資格を確保できます。

■対象者　大学(大学院)、短大、高等学校、高等専門
学校、専修学校などに在学する学生などで、学生納付
特例を受けようとする年度の前年の所得が基準以下の
人または失業などの理由がある人です。詳しくはお問
い合わせください。

問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係   ☎0968（25）7218

山
あ
い
に
田
を
拓ひ
ら
く
①　
菊
池
川
流
域
の
井
手
、御み

宇う

田た

井
手（
中
世
の
井
手
）

で
堰
を
造
り
、
そ
こ
か
ら
長
さ
約

４
㌔
に
わ
た
り
御
宇
田
地
区
の

２
０
０
㌶
あ
ま
り
の
田
を
潤
す
井

手
で
す
。
熊
本
県
内
で
最
も
古
い

井
手
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
言
い
伝

え
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
後
期
の

延え
ん

長ち
ょ
う

２
（
９
２
５
）
年
、
こ
の
地

域
の
豪
族
で
あ
る
御
宇
田
光み

つ

重し
げ

が

造
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
現
在
も
そ

の
偉
業
を
た
た
え
る
た
め
、
毎
年

田
植
え
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
井
手

の
恩
恵
を
受
け
る
関
係
者
た
ち
が

『
御
宇
田
ど
ん
祭
り
（
殿と

の

さ
ん
ま

つ
り)

」と
し
て
祈
り
を
捧
げ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
堰
の
近
く
に
あ
る
円
形

の
分ぶ

ん

水す
い

施
設
は
昭
和
30
年
代
に
造

ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の

で
、
川
か
ら
取
り
入
れ
た
水
の
７

割
を
井
手
に
流
し
、
残
り
の
３
割

を
川
に
戻
す
も
の
で
す
。

（
担
当
：
山
鹿
市
社
会
教
育
課
）

場
所
に
水
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
溜
め
池
や
川
の

堰
は
比
較
的
標
高
の
高
い
場
所
に

造
ら
れ
ま
し
た
。
場
所
に
よ
っ
て

は
山
を
越
し
て
水
路
を
通
す
た

め
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　
菊
池
川
流
域
の
井
手
は
、
他
の

地
域
と
同
様
に
比
較
的
山
間
に
見

ら
れ
ま
す
。菊
池
市
に
は
原は

る

井
手
、

築つ
い

地じ

井
手
、
古ふ

る

川か
わ

兵ひ
ょ
う

戸ど

井
手
な
ど

が
知
ら
れ
、
山
鹿
市
で
は
御
宇
田

井
手
、
津つ

留る

井
手
、
小お

坂さ
か

井
手
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
下
流
の
和
水
町

で
は
平ひ

ら

野の

井
手
、
玉
名
市
に
は
寺て

ら

田だ

井
手
、
河か

わ

崎さ
き

井
手
な
ど
が
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん

ど
が
今
も
現
役
で
、
流
域
の
水
田

に
水
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

御
宇
田
井
手

　
上
内
田
川
の
津つ

袋ぶ
く
ろ

と
い
う
場
所

　
平
安
時
代
の
後
半
以
降
、
山
間

で
は
溜た

め
池
造
成
や
水
路
建
設
な

ど
の
農
業
土
木
技
術
の
向
上
に

よ
っ
て
、
菊
池
川
流
域
で
も
井
手

（
用
水
路
）が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
水
が
届

か
な
か
っ
た
高
台
を
水
田
に
変

え
、
耕
作
面
積
を
増
や
し
て
い
き

ま
し
た
。

菊
池
川
流
域
の
井
手

　

井
手
と
は
、
人
工
的
に
造
っ

た｢
農
業
用
水
路｣

の
こ
と
で
す
。

菊
池
川
流
域
で
は
、
井
手
は
中
世

（
平
安
時
代
後
半
ご
ろ
）か
ら
造

ら
れ
ま
す
。
ま
ず
水
を
確
保
す
る

た
め
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
溜
め
池

を
造
成
す
る
か
、
川
に
堰せ

き

を
造
り

水
を
せ
き
止
め
、
そ
こ
か
ら
田
に

向
け
て
溝
を
掘
っ
て
い
き
ま
す
。

水
を
溜
め
る
場
所
が
標
高
の
高
い

場
所
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
よ
り
低
い

九
州
新
幹
線

九州自動車道

鹿児島本線

竜門ダム
③

⑥

⑦

⑤

④

②
①

④

⑤ ⑥

⑦

⑨⑨
⑧⑧

②菊池川
菊池市

山鹿市

和水町

玉名市

387

387

325

325

3

1

③
①

御
宇
田
井
手（
山
鹿
市
）

築
地
井
手（
菊
池
市
）

遺跡位置図

①原井手②築地井手③古川兵戸井手
④御宇田井手⑤津留井手⑥小坂井手
⑦平野井手⑧寺田井手⑨河崎井手

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

❾

菊池川 日本遺産 検索
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糖
尿
病
と
は
？

　

イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
し
た
り
働
き

が
鈍
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
慢

性
的
に
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
濃
度
が

高
く
な
る
病
気
で
す
。
口
か
ら
取
り

込
ん
だ
食
べ
物
は
消
化
・
分
解
後
、

ブ
ド
ウ
糖
と
し
て
細
胞
内
に
取
り
込

ま
れ
、
体
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
り
ま
す
。
そ
の
ブ
ド
ウ
糖
を
細

胞
に
取
り
込
む
働
き
を
す
る
の
が
イ

ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
で
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
悪
く
な
る

と
ブ
ド
ウ
糖
が
細
胞
内
に
取
り
込
ま

れ
ず
、
血
液
中
に
あ
ふ
れ
て
血
糖
値

が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
高
血
糖
の

状
態
が
長
く
続
く
と
全
身
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

広
報
き
く
ち
4
月
号
17
ペ
ー
ジ
「
4

月
か
ら
乳
が
ん
個
別
検
診
が
変
わ
り

ま
す
」
の
記
事
で
、
対
象
者
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と

お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

【
誤
】

▼�

60
歳
（
昭
和
37
年
4
月
2
日
～
昭

和
38
年
4
月
1
日
） 

▼�

65
歳
（
昭
和
32
年
4
月
2
日
～
昭

和
33
年
4
月
1
日
）

【
正
】

▼�

55
歳
（
昭
和
37
年
4
月
2
日
～
昭

和�

38
年
4
月
1
日
）

▼�

60
歳
（
昭
和
32
年
4
月
2
日
～
昭

和
33
年
4
月
1
日
）

お
詫
び
と
訂
正

国の調査では、糖尿病とその予備軍は全国に約1000
万人いるといわれています。糖尿病は症状がないまま
進行することが多く、放っておくと全身にさまざまな
病気を引き起こします。今回は生活習慣病の一つであ
る糖尿病についてお伝えします。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

３
月
９
日
・
16
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）
※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

河か
わ

田た

紗さ

季き　
（
○菊  

立
石
）

木き

原は
ら

依い

乃の

莉り

（
○菊  

高
野
瀬
）

足あ
だ
ち

春は
る

馬ま　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

井い
の

上う
え

結ゆ

月づ
き　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

蒲か
ま

原は
ら　
凛り

ん　
（
○菊  

岩
平
）

外ほ
か

村む
ら

朱あ
か

結り　
（
○菊  

平
野
）

佐さ

口ぐ
ち

加か

乃の

斗と

（
○菊  

野
間
口
）

合こ
う
　
し志　
悠ゆ

う　
（
○菊  

東
原
）

木き
の

下し
た

愛な
り

彩さ　
（
○菊　
北
宮
）

川か
わ

上か
み

玲れ

緒お

奈な

（
○菊  

下
出
田
）

木き

野の

陽よ
う

太た　
（
○七  

高
田
）

出で

口ぐ
ち

幸ゆ
き

叶と　
（
○七  

五
海
）

前ま
え

田だ

涼り
ょ
う

太た　
（
○七  

五
海
）

岡お
か

留ど
め

紗さ

羅ら　
（
○七  

間
所
）

高た
か

木き

大や
ま

和と　
（
○七  

間
所
）

坂さ
か

本も
と　
旭あ

さ
ひ　
（
○七  

間
所
）

稗ひ
え

田だ

心み

由ゆ

莉り

（
○旭  

小
原
）

本ほ
ん

田だ

夢ゆ
め

華か　
（
○旭  

妻
越
）

三み

池い
け

は
る　
（
○旭  

高
永
）

蓑み
の

田だ

麻ま

帆ほ

呂ろ

（
○旭  

あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）

平ひ
ら

嶋し
ま

愛あ
い

梨り　
（
○泗  

南
住
吉
）

青あ
お

木き

環か
ん

奈な　
（
○泗  

永
）

大お
お

塚つ
か　
杏あ

ん　
（
○泗  

村
吉
）

倉く
ら

本も
と

和の
ど

花か　
（
○泗  

富
）

藤ふ
じ

川か
わ

星せ

那な　
（
○泗  

富
出
分
）

濱は
ま

崎さ
き　
澪み

お　
（
○泗  

富
の
原
東
）

中な
か

田た

夕ゆ
ず

葵き　
（
○泗  

富
の
原
北
）

木き

山や
ま

結ゆ

心い　
（
○泗  

高
江
）

福ふ
く

嶋し
ま

紗さ

良ら　
（
○泗  

上
高
江
）

福ふ
く

岡お
か　
凜り

ん　
（
○泗  

薬
師
）

清き
よ

田た

瑛え
い

斗と　
（
○泗  

田
島
二
）

小お

原ば
る　
瞬し

ゅ
ん　
（
○泗  

桜
山
二
）

❶�

む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き

❷�

甘
い
も
の
を
減
ら
し
た
お
や
つ
の

工
夫

❸�

歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期

的
な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

血糖とインスリンの働き

糖尿病の主な合併症

脳梗塞糖尿病網膜症三
大
合
併
症

狭心症糖尿病腎症

心筋梗塞糖尿病神経障害

下肢閉塞症
動脈硬化症

む
し
歯
を

予
防
す
る
た
め
に
は

●�血液中のブドウ糖の量を調節
するのがインスリンです。

※�人のホルモンの中で、血糖値
を下げる働きを持つのはイン
スリンだけです。

□食事や睡眠時間など生活リズムが不規則
□ここ何年も血液検査をしていない
□おなかいっぱい食べないと満足しない
□朝食を抜くことが多い
□揚げ物や肉料理が好き
□ジュースや砂糖入りのコーヒー・紅茶をよく飲む
□早食いだと思う
□お酒を毎日1合以上飲む
□たばこを吸う
□運動の習慣がほとんどない
□糖尿病にかかった血縁者がいる

●�太い血管が傷ついて起こる●�毛細血管が傷ついて起こる

●�インスリンはブドウ糖を細胞に
取り込むための“カギ”の役割
になります。提供：仁愛医院

参考：医療法人社団紘和会 平和台病院 ホームページ

糖
尿
病
の
合
併
症

　　

糖
尿
病
の
恐
ろ
し
さ
は
糖
尿
病
そ

の
も
の
よ
り
も
合
併
症
に
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
を
放
置
す
る
と
血
液
中
の
余

分
な
ブ
ド
ウ
糖
が
血
管
や
神
経
を
傷

つ
け
、
全
身
に
合
併
症
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

健
診
で
早
期
発
見

　

糖
尿
病
の
初
期
は
自
覚
症
状
が
な

く
、
体
の
異
常
に
気
づ
い
た
と
き
に

は
病
状
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
早
期
に
発
見
し
血
糖
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
健
康
な
人
と

同
様
の
生
活
が
送
れ
ま
す
。

　

血
糖
値
を
調
べ
る
に
は
血
液
検
査

が
必
要
で
す
。
体
の
変
化
に
気
づ
く

た
め
に
も
、
年
に
一
度
健
診
を
受
け

て
体
の
状
態
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

食
・
運
動
習
慣
を
整
え
よ
う

　

糖
尿
病
の
予
防
に
は
食
事
と
運
動

習
慣
の
改
善
が
大
切
で
す
。

●�「
も
う
少
し
食
べ
た
い
」で

　

ス
ト
ッ
プ

　

腹
八
分
目
で
箸
を
置
く
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
特
に
夕
食
は
食
べ
す

ぎ
る
と
太
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

●
食
物
繊
維
を
た
っ
ぷ
り
取
る

　

野
菜
や
海
藻
、
き
の
こ
な
ど
の
食

物
繊
維
を
積
極
的
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

食
物
繊
維
に
は
食
後
の
急
激
な
血
糖

上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
う
す
味
を
心
が
け
る

　

濃
い
味
は
ご
飯
が
進
む
た
め
、
う

す
味
で
素
材
の
味
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

●�

汗
ば
む
程
度
の
運
動
を
す
る

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
1
回
20
～
30

分
、
1
週
間
に
3
回
程
度
行
い
ま

し
ょ
う
。
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
ダ
ン
ベ
ル

を
使
っ
た
運
動
も
効
果
的
で
す
。
無

理
の
な
い
回
数
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
す
る
時
間
が
取
れ
な
い
人
は
、

買
い
物
や
職
場
な
ど
の
移
動
は
徒
歩

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●�

禁
煙
す
る

　

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は

血
糖
値
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
口
寂
し

い
と
き
に
は
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
ガ
ム
を

噛
む
、
た
ば
こ
・
ラ
イ
タ
ー
類
は
処

分
す
る
、
禁
煙
外
来
を
活
用
す
る
な

ど
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
は
、
高
血
圧
や
脂

質
異
常
症
な
ど
他
の
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
本

人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
献

血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

無
料
・
匿
名

で
検
査
を
受

け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

と　

き　

５
月
31
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

午
後
０
時
15
分
～
４
時

と
こ
ろ　

本
庁
正
面
玄
関

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医
師

が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

インスリン ブドウ糖

こんな人は

　糖尿病には種類がありますが、日本人の糖尿
病の約90% は生活習慣の乱れが引き起こす２
型糖尿病といわれています。２型糖尿病はイン
スリンの分泌が減少、または効きが悪くなった
状態で、「のどの渇き・多飲・多尿・体重減少・疲れ
やだるさ」などの症状が現れます。
　当てはまる項目が多いと糖尿病になる危険性
が高く要注意です。

注意
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揚あ
げ
ひ
ば
り

雲
雀
声
が
光
と
馴な

　
じ染

む
ま
で

ぼ
う
た
ん
の
芽
の
ほ
こ
ろ
び
て
球た

ま

を
だ
く

叩た
た

く
こ
と
の
み
を
一い

ち
　
ず途

に
野
焼
勢せ

　
こ子

踏
む
こ
と
を
た
め
ら
ふ
ほ
ど
の
落
椿

若
木
に
も
高
き
香
り
や
沈じ

ん
　
ち
ょ
う
　
げ

丁
花

光
本
と
よ
い
ち

田
中　
美
智

岩
木　
敬
治

隈
部　
輝
子

北
村　
妙
子

万
句
の
里
俳
句
会  

３
月
句
会

盆
梅
も
ほ
こ
ろ
び
初
め
し
今
朝
の
空

十
六
夜
や
春
の
朝
空
明
け
き
ら
ぬ

雛
近
し
若
菜
摘
み
つ
み
戻
り
け
り

米
寿
と
ふ
鮭
雑
炊
の
祝
か
な

金
メ
ダ
ル
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
の
春
炬
燵

中
尾
ヨ
シ
コ

稗
田　
達
恵

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  
３
月
詠
草

見
て
見
ん
ふ
り　
そ
ば
ば
ち
食
ら
お
ご
つ
は
な
か

あ
り
が
た
い　
今
朝
も
目
が
覚
め
息
し
き
る

酒
い
わ
く　
ケ
ン
カ
し
ろ
と
は
言
う
と
ら
ん

あ
た
り
ま
え　
火
の
前
行
け
ば
あ
た
た
ま
る

酒
い
わ
く　
底
無
し
ち
ゅ
う
は
あ
た
か
い
た

井
手　
水
光

柏
原　
乗
仏

宮
上　
美
由

御
手
洗
三
代

山
隈　
好
茶

肥
後
狂
句
水
笑
会  

３
月
例
会

さ
庭
に
も
水
仙
こ
と
ご
と
花
来
た
り
幾
つ
か
我
に
向
き
合
う
が
あ
り

み
ど
り
濃
く
葉
丈
が
伸
び
し
玉
葱
の
欲
求
に
応
え
マ
ル
チ
剥
ぐ
な
り

平
昌
で
そ
だ
ね
の
カ
ー
娘こ

ら
英
チ
ー
ム
の
ラ
ス
ト
の
ミ
ス
で
銅
賞
も
ぎ
と
る

孫
嫁
ぎ
空
き
い
る
部
屋
の
戸
を
繰
れ
ば
壁
の
暦
が
音
立
て
揺
る
る

ラ
ジ
オ
か
ら
昭
和
の
歌
声
流
れ
く
る
得
意
の
一
つ
口
ず
さ
む
な
り

池
田
カ
ツ
子

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

七
城
短
歌
会  

３
月
詠
草

春
雨
に
暫
し
桜
花
も
憩
え
る
か
澄
み
て
染
み
入
る
読
経
の
御み

声

風
な
き
に
桜
は
な
び
ら
舞
い
落
ち
る
睦
月
に
逝
き
し
姉
の
重
な
る

寒
さ
に
も
さ
ま
ざ
ま
に
湧
く
想
ひ
あ
り
わ
が
日
常
に
感
謝
す
る
日
々

引
ふ
　
　
　
ね

き
揚
げ
船
を
待
つ
幼
の
わ
れ
を
書
き
し
手ふ

 
み紙

文
字
跡
薄
れ
昭
和
は
遠
く

里
帰
り
終
わ
り
て
戻
る
わ
れ
の
背
を
押
す
か
真
っ
赤
な
今
日
の
夕
焼
け

松
本　
和
子

梶
原
美
智
子

安
見　
朱
實

坂
本　
玲
子

原
口　
紗
季

「
里
」
短
歌
会  

３
月
詠
草

粉
雪
が
朝
の
陽
浴
び
て
キ
ラ
キ
ラ
と
ま
る
で
舞
い
散
る
桜
の
よ
う
に

早
春
の
光
差
し
く
る
野
菜
畑
ネ
ギ
菠
薐
草
の
緑
葉
清
し

う
か
ら
集
ひ
祝
ひ
て
く
る
る
吾
が
卒
寿
巡
る
祝
盃
に
頬
染
め
な
が
ら

デ
イ
ケ
ア
の
植
木
市
行
き
楽
し
か
り
米
寿
記
念
に
梔
子
の
木
購
ふ

サ
ス
ペ
ン
ス
見
つ
つ
う
と
う
と
夕
食
後
気
付
い
た
時
に
終
り
の
文
字
が

田
中　
遙
子

北
村　
玉
恵

山
下　
菊
代

川
口　
敦
子

山
田　
弘
子

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ 

３
月
歌
会

菜
の
花
を
う
ち
振
り
み
ち
み
ち
歌
う
子
は
菊
池
の
聖ひ

じ
り
ざ
こ迫

に
帰
れ
る

庭
隅
に
つ
く
し
六
本
芽
を
出
せ
り
春
の
来
た
る
を
告
げ
ん
と
ぞ
せ
し

寂
し
さ
が
漏
れ
て
し
ま
は
ぬ
様
に
貼
る
隙
間
テ
ー
プ
を
心
の
縁
に

い
つ
し
か
に
足
る
を
忘
れ
し
近
代
は
憐
れ
ま
れ
ゐ
む
縄
文
び
と
に

を
み
な
ご
の
や
さ
し
き
肌
か
き
り
ぎ
し
の
水
に
映
れ
る
山
桜
花

安
藤　
則
子

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

渕
上　
修
次

菊
池
短
歌
会  

４
月
詠
草

春
め
く
や
ふ
っ
と
忘
れ
し
肩
の
凝
り

お
見
舞
に
蕗ふ

き

味
噌
添
へ
て
届
け
ら
れ

お
下
げ
髪
ば
っ
さ
り
切
っ
て
卒
業
す

揚
げ
雲ひ

ば
り雀

吾
も
唄
ひ
た
し
青
い
空

暖
か
や
老
い
て
豊
か
な
笑
ひ
皺じ

わ

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

寺
本　
和
子

藤
本　
邦
治

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

３
月
例
会

『つかう』
　公民館には大・中・小研修室、調理実習室、多目的研修
室、工作室など、さまざまな部屋がありま
す。使用料も安いため、会議やサークル
活動など用途に合わせて利用できます。

『つながる』
　公民館は、学校や地域住民、他の社会教育施設などと
連携して社会教育活動を行っており、皆さんと諸団体を
結ぶお手伝いもしています。「やりたいことがあるけど、
どうすれば…」という人は、公民館にご相談ください。

※�内容によっては使用できない場合もありますので、詳しくはお
尋ねください。

　公民館は大きく分けて「まなぶ」「つかう」「つながる」の
３つの活用法があります。前回の「まなぶ」に引き続き、
今月は「つかう」「つながる」について紹介します。

　こどもの読書週間（４月23日㈪～5月12日㈯）に併せ、
イベントや展示を行います。詳しい内容は図書館ホーム
ページ、または各図書館にお問い合わせください。

絵本作家のよしながこうたく先生のライ
ブイベントを開催します。
◀『給食番長』 好学社

絵本「給食番長」の
よしながこうたく先生がやってくる！

と　き　５月３日㈭㈷
　　　　［ 開場］午後１時　［開演］午後１時30分
ところ　中央図書館
対　象　市内の小学生（先着100人）
申し込み先　各図書館　

　中央図書館以外の３館は、半年間の試験期間として日
曜・祝日も開館します。

【開館時間】 午前10時～午後５時こどもどくしょフェスティバル開催！ 

図書館の開館時間・休館日が変わります

私の公民館デビュー action!

部屋はどうやって借りるの？

菊池市生涯学習センターホームページ
http://www.library-kikuchi.jp
[問い合わせ先] 中央図書館 ☎0968（25）1111  中央公民館 ☎0968（25）1672

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
休 館 日

・�私の本棚（子ども向け）▶好きな本を集めて、1人一つ
の本棚を作り、展示します。

・�妖怪クイズラリー▶図書館にひそむ妖怪を見つけ、ク
イズにチャレンジ。

泗 水

・�おすすめ本展示▶司書のおすすめ本を紹介します。
七 城

・�うちどくノート配布▶読んだ本と感想を書けるノート
を配布します。

・�おみくじ▶本を借りると「日本のむかしばなし」をモチー
フにしたおみくじが引けます。

旭 志

公民館の部屋と使用料を市ＨＰの菊池市施設予
約管理システムもしくは電話などで調べます。

Step1

使用する部屋、日時、目的などを電話で問い合わ
せます。※電話による申し込みや仮予約はでき
ませんが、空き状況の確認はできます。

Step2

利用する日までに公民館で申請書を
記入・提出し、利用料を支払います。

Step3

当日いざ入室。Step4

図 書 館

公 民 館

５月４日㈮㈷　エプロンおばちゃんのおはなし会
　　　　　　 図書館スタッフと一緒にお菓子づくり
５月５日㈯㈷　つまごめ座の紙芝居
５月６日㈰　　図書館スタッフによるおはなし会

中 央

※�リサイクル本の販売（１冊10円）や図書館クイズなども開催します。

23 222018 May広報きくち2018 May広報きくち



【ギャラリー】
「航空写真展　SKY STREAM」井上賢一郎
期　間：５月８日㈫～27日㈰　
　四季折々の優美な空に、鉄のクジラが泳ぎ行く様は見事
なものです。

「切り絵と灯り展」中山博
期　間：５月29日㈫～6月17日㈰　
　切り絵を約40点展示します。モノクロとカラーの作品で
見学される方に感動を与えたいと思います。

【まちかど資料館】
西郷どんと菊池一族 ～そのルーツを辿る～
期　間：～７月31日㈫
料　金：大人200円
　　　 小中学生100円

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

原
井
手
は
江
戸
幕
府
将
軍
・
綱
吉

の
時
代
の
元
禄
14
（
１
７
０
１
）
年

年
に
完
成
し
た
農
業
用
水
路
で
す
。

３
０
０
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
、
河

原
・
水
源
地
区
の
水
田
を
潤
し
て
い

ま
す
。
そ
の
原
井
手
を
活
用
し
た
楽

し
い
取
り
組
み
が
「
原
井
手
下
り
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー
」。

今
年
で
実
施
5
年
目
を
迎
え
、
菊
池

の
夏
の
里
山
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
原
井
手
を
含
む
「
菊
地
川
流

域
の
灌
漑
施
設
」
が
日
本
遺
産
の
一

つ
に
昨
年
認
定
さ
れ
、
菊
池
の
魅
力

と
し
て
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

期　
間　

　
6
月
30
日
㈯
～
9
月
23
日
㈰

※
㈯
㈰
㈷
の
み

料　
金
（
新
マ
ブ
コ
ー
ス
）

▼
中
学
生
以
上　
３
千
円

▼
小
学
生
以
下　
2
千
円

※
今
年
か
ら
料
金
が
変
更

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

152

【
標
語
の
部
】

菊
之
池
小
１
年　
杉す

ぎ

本も
と

依い

凜り

紗さ

「
ぶ
ら
ん
こ
か
し
て
」　
「
い
い
よ
」
て

い
っ
た
ら　
に
こ
に
こ
お
か
お

泗
水
東
小
５
年　
宮み

や

上が
み

功こ
う

成せ
い

ぼ
く
た
ち
は　
き
み
の
笑
顔
を　
守
り

た
い

菊
池
北
中
３
年　
仲な

か

光み
つ

夏か

奈な

さ
し
だ
し
た　
そ
の
手
で
誰
か
が　
救

わ
れ
る

一
般　
中な

か

尾お

冴さ
や

華か

「
決
め
つ
け
る
」　
そ
う
じ
ゃ
な
く
て　

ま
ず
「
知
ろ
う
」

【
詩
の
部
】

な
か
よ
し

隈
府
小
２
年　
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

瑠る

南な

と
り
あ
い
し
た

け
ん
か
し
た

2
日
は
な
れ
て

さ
び
し
く
な
っ
て

ご
め
ん
ね
と
い
っ
た

な
か
よ
し
に
な
っ
た

う
れ
し
か
っ
た
よ

隈
府
小
２
年　
木き

の

下し
た

翔し
ょ
う

天ま

友
だ
ち
が

ラ
ン
ド
セ
ル
を
も
っ
て
き
た

う
れ
し
か
っ
た

こ
ん
ど
は

ぼ
く
が
も
っ
て
こ
よ
う

そ
し
た
ら

友
だ
ち
が

う
れ
し
い
と
思
う

第
12
回
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
選
作
品

や
さ
し
さ
と
ゆ
う
き

菊
之
池
小
４
年　
古ふ

る

田た

実み

柑か
ん

や
さ
し
さ
と
ゆ
う
き
が
あ
れ
ば
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
。

や
さ
し
さ
は
、
人
を
助
け
る
心
。

ゆ
う
き
は
、
な
に
ご
と
も
こ
わ
が
ら
な

い
心
。

で
も
、
悪
に
つ
っ
ぱ
し
る
よ
わ
さ
を

も
っ
て
は
い
け
な
い
。

キ
ッ
パ
リ
こ
と
わ
る
ゆ
う
き
を
も
た
な

き
ゃ
い
け
な
い
。

悪
を
ゆ
る
す
や
さ
し
さ
を
も
っ
て
は
い

け
な
い
。

キ
ッ
パ
リ
こ
と
わ
る
や
さ
し
さ
を
も
た

な
き
ゃ
い
け
な
い
。

や
さ
し
さ
と
ゆ
う
き
が
あ
れ
ば
世
界
は

平
和
に
な
る
。

平
和
に
な
れ
ば
、
み
ん
な
し
あ
わ
せ
。

【ポスターの部】旭志中２年  水
みず

上
かみ

莉
り

見
み

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

 

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
�

　
韓
国
人
は
詩
が
好
き
だ
。
2
０
０
８

年
、
韓
国
現
代
詩
誕
生
1
０
０
周
年
記

念
に
「
韓
国
人
が
好
き
な
詩
」
調
査
が

行
わ
れ
た
。
人
気
の
あ
っ
た
詩
を
紹
介

す
る
。

『
つ
つ
じ
の
花
』　
金キ

ム

素ソ

月ウ
ォ
ル

私
を
嫌
っ
て 

去
っ
て
行
か
れ
る
な
ら

黙
っ
て
静
か
に
送
っ
て
差
し
上
げ
ま
す

寧ニ
ョ
ン
ビ
ョ
ン邊に
薬ヤ

ク

山サ
ン

つ
つ
じ
の
花
を
ひ
と
抱
え
摘
ん
で

通
る
道
に
散
り
ば
め
ま
す 

歩
む
一
歩
ず
つ　
撒
い
た
花
を

そ
っ
と
踏
ん
で
お
行
き
な
さ
い

私
を
嫌
っ
て

去
っ
て
行
か
れ
る
と
き
に
は 

死
ん
で
も
涙
を
流
し
ま
せ
ん

 　
最
高
の
別
離
の
美
学
だ
と
高
評
価
の

詩
で
、
別
れ
の
悲
し
み
を
受
け
入
れ
昇

華
さ
せ
た
作
品
だ
と
い
う
。

 『
花
』　
金キ

ム

春チ
ュ
ン

洙ス

わ
た
し
が
あ
な
た
の
名
前
を
呼
ぶ
ま
え

あ
な
た
は
た
だ
存
在
に
過
ぎ
な
か
っ
た

わ
た
し
が
あ
な
た
の
名
前
を
呼
ん
だ
時

あ
な
た
は
わ
た
し
に
歩
み
よ
り
花
と

な
っ
た
（
特
別
な
存
在
に
な
っ
た
）

わ
た
し
が
あ
な
た
の
名
前
を
呼
ん
だ
よ

う
に

わ
た
し
の
色
と
香
り
に
似
合
う

誰
か
わ
た
し
の
名
前
を
呼
ん
で
お
く
れ

あ
な
た
の
そ
ば
へ
行
き

あ
な
た
の
花
に
な
り
た
い

わ
た
し
た
ち
は
皆　
何
か
に
な
り
た
い

わ
た
し
は
あ
な
た
の
も
と
へ 　

あ
な
た
は
わ
た
し
の
も
と
へ

忘
れ
ら
れ
ぬ
特
別
な
存
在
に
な
り
た
い

　
全
て
の
物
質
は
言
語
を
離
れ
て
は
存

在
に
意
味
は
な
い
と
い
う
考
え
だ
が
、

今
は
恋
愛
詩
と
し
て
有
名
だ
。

『
空
と
風
と
星
と
詩
』
序
詩　
尹ユ

ン

東ド
ン

桂ジ
ュ

死
ぬ
日
ま
で
空
を
仰
ぎ

一
点
の
恥
辱
な
き
こ
と
を

葉
あ
い
に
そ
よ
ぐ
風
に
も

わ
た
し
は
心
痛
ん
だ

星
を
う
た
う
心
で

生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
い
と
お
し
ま

ね
ば

そ
し
て
わ
た
し
に
与
え
ら
れ
た
道
を

歩
み
ゆ
か
ね
ば

今
宵
も
星
が
風
に
吹
き
晒
さ
れ
る

　
暗
い
現
実
で
も
純
粋
な
人
生
を
生
き

た
い
と
い
う
高
潔
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
洗
練
さ
れ
た
詩
は
時
代
を
超
え
て
人

の
美
し
い
心
を
か
き
た
て
る
。

韓
国
人
が
好
き
な
詩

原
井
手
下
り
イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー

一人一人の笑顔
【写真の部】隈府小５年  吉

よし

村
むら

陽
あき

成
なり

イデベンチャー

問い合わせ先　市長公室　☎0968（25）7252

とおの物語の館での説明 雪景色をバックに記念撮影

日
本
遺
産
と
松
囃
子

　
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
の
中
に
、

「
菊
池
の
松
囃
子
」
が
あ
り
ま
す
。
日

本
遺
産
を
構
成
す
る
文
化
財
は
遺
跡

が
多
い
の
で
す
が
、
松
囃
子
の
よ
う

に
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
芸
能
も

含
ま
れ
ま
す
。

　

菊
池
地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
伝
統

芸
能
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
菊
池
の

松
囃
子
は
、
最
も
古
く
か
ら
菊
池
市

で
伝
承
さ
れ
て
い
る
芸
能
の
一
つ
で
、

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
松
囃
子
は
「
御

松
囃
子
御
能
保
存
会
」
に
よ
っ
て
貴

重
な
芸
能
が
保
存
・
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
、
10
月
13
日
の
菊
池
神

社
秋
の
例
大
祭
の
と
き
に
、
菊
池
高

校
前
の
菊
池
松
囃
子
能
場
で
演
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

松
囃
子
の
起
源

　

宝
暦
7
（
1
7
5
7
）
年
の
「
菊

池
松
囃
子
起
源
書
」
に
よ
る
と
、
南

北
朝
時
代
、
菊
池
15
代
武
光
の
と
き
、

征
西
将
軍
と
し
て
都
か
ら
菊
池
に
来

ら
れ
た
懐か

ね

良な
が

親
王
の
た
め
に
、
正
月

の
祝
い
と
し
て
守
山
城
内
（
現
在
の

菊
池
神
社
）
で
行
わ
れ
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

菊
池
の
松
囃
子

松
囃
子
の
内
容

　
松
囃
子
は
舞ま

い

人び
と

1
人
、
大お

お

鼓つ
づ
み

2
人
、

太
鼓
1
人
の
囃は

や

子し

方か
た

と
不
定
数
の
地じ

方か
た

と
い
う
音
楽
を
受
け
持
つ
人
々
、

後
見
1
人
に
よ
り
演
じ
ら
れ
ま
す
。

舞
の
振
り
が
古
風
で
あ
り
、
謡う

た
い

と
い

う
歌
唱
も
素
朴
な
要
素
を
と
ど
め
て

お
り
、
能
の
変
遷
過
程
を
知
る
上
で

大
変
貴
重
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
伝
統
あ
る
芸
能
を
保

存
・
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
が
保
存
会

の
皆
さ
ん
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の

努
力
に
よ
り
、
現
在
も
菊
池
の
松
囃

子
を
鑑
賞
で
き
る
の
で
す
。

　

松
囃
子
を
鑑
賞
し
て
い
る
と
、
南

北
朝
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

１

菊
池
の
宝
物       

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

6

菊池の松囃子

御松囃子御能「 勢
利婦」の動画は上
の QR コ ードから
見られます

市民交流団が友好都市岩手県遠野市を訪問
　遠野市では、毎年２月に市民劇「遠野ファンタジー」が上
演されます。企画や演出、出演まで全て市民が行う遠野ファ
ンタジーはまちづくりの優れた取り組みとして知られ、本市
からも毎年市民交流団と区長協議会が訪問しています。
　今回参加した交流団員と区長協議会員は総勢20人。と
おの物語の館や伝承館などの見学で遠野の歴史や文化を
学び、遠野市民との交流会では宮崎県西米良村の交流団
も交えて親睦を深めました。遠野ファンタジーの上演中に
交流団員がアドリブで出演を求められる場面があり、友好
都市交流の絆を感じる嬉しいサプライズになりました。

25 242018 May広報きくち2018 May広報きくち



菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

費用を記載していないものは基本的に無料です。
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

お
知
ら
せ 問い合わせ先に各課の直

通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）係
長
級
以
上

（　
）
は
前
職

■
部
長
級　
▼
政
策
企
画
部
長　
元も

と

島じ
ま

加か

奈な

子こ

（
熊
本
県
か
ら
の
派
遣
）
▼
総
務
部

長　
上う

え

田だ

俊し
ゅ
ん

介す
け

（
市
民
環
境
部
長
）
▼
市

民
環
境
部
長　
古ふ

る

田た

浩ひ
ろ

敏と
し（

水
道
局
長（
次

長
級
）
兼
水
道
課
長
）

■
次
長
級　
▼
泗
水
支
所
長
（
次
長
級
）

坂さ
か

本も
と

忠た
だ

弘ひ
ろ

（
泗
水
支
所
産
業
振
興
課
長
）

▼
水
道
局
長
（
次
長
級
）
兼
水
道
課
長　

大お
お

塚つ
か

忠た
だ

康や
す

（
市
民
環
境
部
市
民
課
長
）
▼

会
計
管
理
者
（
次
長
級
）
兼
会
計
課
長　

德と
く

永な
が

孝た
か

博ひ
ろ

（
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）
▼
農
業
委

員
会
事
務
局
長
（
次
長
級
）　

坂さ
か

本も
と

高た
か

秀ひ
で

（
農
業
委
員
会
事
務
局
課
長
）
▼
監
査
委

員
事
務
局
長（
次
長
級
）　
清き

よ

田た

幸ゆ
き

臣お
み

（
教

育
部
学
校
教
育
課
長
）

■
課
長
級　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公
室
長

民
生
活
課
課
長
補
佐
兼
市
民
生
活
係
長　

倉く
ら

原は
ら

美み

代よ

（
七
城
支
所
市
民
生
活
課
市
民

生
活
係
長
）
▼
議
会
事
務
局
課
長
補
佐　

松ま
つ

原ば
ら

憲け
ん

一い
ち

（
議
会
事
務
局
課
長
補
佐
兼
議

会
係
長
）

■
係
長
級　
▼
総
務
部
総
務
課
職
員
係
長

麻あ

生そ
う

貴た
か

博ひ
ろ

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係
長
）▼
総
務
部
総
務
課
付
係
長（
菊

池
広
域
連
合
事
務
局
派
遣
）　

德と
く

永な
が

光み
つ

則の
り

（
建
設
部
土
木
課
工
務
係
長
）
▼
総
務
部

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
庁
舎
整
備
係
長　

岩い
わ

根ね

貴た
か

史ふ
み

（
総
務
部
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

課
参
事
）
▼
市
民
環
境
部
市
民
課
市
民
係

長　
宮み

や

本も
と

京き
ょ
う

子こ（
総
務
部
総
務
課
付
参
事
）

▼
市
民
環
境
部
税
務
課
市
民
税
係
長　
原は

ら

田だ

信の
ぶ

広ひ
ろ

（
泗
水
支
所
市
民
生
活
課
地
域
係

長
）
▼
市
民
環
境
部
税
務
課
固
定
資
産
税

係
長　
後ご

藤と
う

隆た
か

治は
る

（
市
民
環
境
部
税
務
課

参
事
）
▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
長　
中な

か

山や
ま

理り

恵え

（
健
康
福
祉
部
福
祉

課
参
事
）
▼
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
係
長　
中な

か

村む
ら

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
健
康

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
参
事
）
▼
健
康
福

祉
部
花
房
保
育
園
副
園
長
（
係
長
級
）　

髙た
か

永な
が

里さ

織お
り

（
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

こ
ど
も
家
庭
支
援
係
長
）
▼
健
康
福
祉
部

花
房
保
育
園
係
長　
岩い

わ

下し
た

三み

和わ

（
健
康
福

祉
部
花
房
保
育
園
副
園
長
（
係
長
級
））

▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保

険
係
長　
吉よ

し

里ざ
と

英ひ
で

雄お

（
市
民
環
境
部
税
務

課
参
事
）
▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
高

齢
者
医
療
・
年
金
係
長　
川か

わ

口ぐ
ち

玲り
ょ
う

子こ

（
健

康
福
祉
部
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

長　
德と

く

永な
が

香か

織お
り

（
七
城
支
所
市
民
生
活
課

（
課
長
級
）　
前ま

え

川か
わ

幸こ
う

輝き

（
総
務
部
財
政
課

総
務
審
議
員
）
▼
政
策
企
画
部
情
報
政
策

課
長　

中な
か

村む
ら

喜よ
し

範の
り

（
総
務
部
財
政
課
長
）

▼
総
務
部
総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長　
中な

か

尾お

孝た
か

浩ひ
ろ

（
総
務
部
総
務
課

総
務
審
議
員
（
職
員
担
当
））
▼
総
務
部

財
政
課
長　
上う

え

田だ

敏と
し

雄お

（
政
策
企
画
部
市

長
公
室
長
（
課
長
級
））
▼
総
務
部
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
長　
古こ

閑が

久ひ
さ

敏と
し

（
総
務

部
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
総
務
審
議
員
兼

庁
舎
整
備
係
長
）
▼
市
民
環
境
部
市
民
課

長　
村む

ら

田た

義よ
し

喜き

（
政
策
企
画
部
企
画
振
興

課
総
務
審
議
員
兼
集
落
・
定
住
支
援
室
長

（
総
務
審
議
員
））
▼
経
済
部
農
政
課
長
兼

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長
（
課
長
級
）　

清し

水み
ず

登の
ぼ
る（

議
会
事
務
局
課
長
）
▼
経
済
部
農
政

付
課
長
（
震
災
復
興
担
当
）　

甲か

斐い

伸し
ん

介す
け

（
経
済
部
付
課
長
）
▼
旭
志
支
所
市
民
生

活
課
長　
岡お

か

島じ
ま

誠せ
い

也や

（
旭
志
支
所
産
業
振

興
課
長
）
▼
教
育
部
学
校
教
育
課
長　
木き

の

下し
た

徳の
り

幸ゆ
き

（
総
務
部
総
務
課
付
課
長
（
菊
池

養
生
園
保
健
組
合
派
遣
））
▼
教
育
部
学

校
給
食
管
理
室
長
（
課
長
級
）
兼
菊
池
地

区
学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
兼
七
城
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
兼
泗
水
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
長　
竹た

け

村む
ら

秀し
ゅ
う

一い
ち

（
旭
志
支
所
市
民

生
活
課
長
兼
地
域
係
長
）
▼
議
会
事
務
局

課
長　
歌か

岡お
か

憲け
ん

一い
ち

（
経
済
部
農
政
課
長
）

■
総
務
審
議
員　
▼
総
務
部
総
務
課
防
犯

対
策
監
（
総
務
審
議
員
）　

森も
り

健け
ん

作さ
く

（
熊

本
県
警
察
本
部
か
ら
の
派
遣
）
▼
健
康
福

祉
部
健
康
推
進
課
総
務
審
議
員
（
国
民
健

康
保
険
及
び
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当
）

大お
お

森も
り

寛ひ
ろ

子こ

（
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
総

務
審
議
員
（
保
険
年
金
担
当
））
▼
経
済

参
事
）
▼
経
済
部
農
政
課
畜
産
係
長　
坂さ

か

本も
と

健け
ん

誠せ
い

（
総
務
部
人
権
啓
発
課
人
権
同
和

啓
発
係
長
）
▼
経
済
部
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド

推
進
室
係
長　
冨と

み

田た

和か
ず

彦ひ
こ

（
経
済
部
農
政

課
参
事
）
▼
経
済
部
商
工
観
光
課
商
工
振

興
係
長　
森も

り

秀ひ
で

明あ
き

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課

参
事
）
▼
経
済
部
商
工
観
光
課
企
業
誘
致

室
係
長　
水み

ず

上か
み

嘉よ
し

彦ひ
こ

（
教
育
部
学
校
教
育

課
参
事
）
▼
建
設
部
土
木
課
工
務
係
長　

岩い
わ

木き

健た
け

史し

（
総
務
部
総
務
課
付
係
長
（
菊

池
広
域
連
合
事
務
局
派
遣
））
▼
七
城
支

所
市
民
生
活
課
地
域
・
農
政
係
長　
堀ほ

り

川か
わ

英ひ
で

尚ひ
さ（

七
城
支
所
市
民
生
活
課
地
域
係
長
）

▼
旭
志
支
所
市
民
生
活
課
地
域
・
農
政
係

長　
下し

も

川か
わ

利と
し

治は
る

（
旭
志
支
所
産
業
振
興
課

農
林
振
興
係
長
）
▼
泗
水
支
所
市
民
生
活

課
地
域
・
農
政
係
長　
中な

か

村む
ら

誠せ
い

哉や

（
泗
水

支
所
産
業
振
興
課
農
林
振
興
係
長
）
▼
水

道
局
水
道
課
業
務
係
長　
出で

口ぐ
ち

真し
ん

一い
ち

（
建

設
部
土
木
課
参
事
）
▼
会
計
課
会
計
係
長

東ひ
が
し

美み

佳か

（
会
計
課
参
事
）
▼
教
育
部
学
校

教
育
課
総
務
係
長　
磯い

そ

田だ

貴た
か

博ひ
ろ

（
教
育
部

学
校
教
育
課
参
事
）
▼
教
育
部
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
係
長
（
文
化
財
担
当
）　

阿あ

南な
み

亨と
お
る（

教
育
部
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

長
）
▼
教
育
部
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

長　
野の

中な
か

英ひ
で

樹き

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室

参
事
）
▼
教
育
部
菊
池
市
立
図
書
館
係
長

光み
つ

永な
が

和か
ず

幸ゆ
き

（
市
民
環
境
部
税
務
課
市
民
税

係
長
）
▼
教
育
部
菊
池
市
立
図
書
館
図

書
館
専
門
員
（
係
長
級
）　

上う
え

村む
ら

奈な

奈な

美み

（
教
育
部
菊
池
市
立
図
書
館
係
長
）
▼
教

育
部
社
会
体
育
課
社
会
体
育
係
長　
笹さ

さ

本も
と

聖せ
い

一い
ち

（
経
済
部
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

長
）
▼
教
育
部
社
会
体
育
課
社
会
体
育
係

部
農
政
課
総
務
審
議
員
（
畜
産
担
当
）　

森も
り

栄え
い

進し
ん

（
経
済
部
農
政
課
総
務
審
議
員
兼

畜
産
係
長
）
▼
会
計
課
総
務
審
議
員　
有あ

り

山や
ま

千ち

香か

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
総
務
審
議

員
）▼
教
育
部
指
導
主
事（
総
務
審
議
員
）

上う
え

田だ

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
菊
池
市
立
泗
水
中
学
校
主

幹
教
諭
）
▼
教
育
部
菊
池
市
公
民
館
総
務

審
議
員
（
菊
池
市
泗
水
公
民
館
担
当
）　

木き

村む
ら

好こ
う

伸し
ん（

水
道
局
水
道
課
総
務
審
議
員
）

■
課
長
補
佐
級　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公

室
課
長
補
佐
（
秘
書
担
当
）　

冨と
み

田た

信の
ぶ

幸ゆ
き

（
教
育
部
社
会
体
育
課
社
会
体
育
係
長
）

▼
政
策
企
画
部
市
長
公
室
課
長
補
佐
兼
広

報
交
流
係
長　
緒お

方が
た

久ひ
さ

人と

（
政
策
企
画
部

市
長
公
室
広
報
交
流
係
長
）
▼
政
策
企
画

部
企
画
振
興
課
課
長
補
佐
兼
集
落
・
定
住

支
援
室
長（
課
長
補
佐
）　
和わ

田だ

和か
ず

代よ

（
教

育
部
菊
池
市
公
民
館
係
長
（
菊
池
市
中
央

公
民
館
担
当
））
▼
政
策
企
画
部
情
報
政

策
課
課
長
補
佐
兼
情
報
政
策
係
長　
財ざ

い

津つ

裕ゆ
う

一い
ち

（
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課
課
長
補

佐
兼
情
報
統
計
係
長
）
▼
総
務
部
総
務
課

課
長
補
佐（
職
員
担
当
）　
開ひ

ら
き

田だ

智と
も

浩ひ
ろ

（
総

務
部
総
務
課
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
）
▼

総
務
部
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
課
長
補
佐

（
庁
舎
整
備
担
当
）　
出で

口ぐ
ち

浩ひ
ろ
し（

経
済
部
商

工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
商
工
振
興
係
長
）

▼
総
務
部
人
権
啓
発
課
課
長
補
佐
兼
人
権

同
和
啓
発
係
長　
菊き

く

永な
が

圭け
い

一い
ち

（
七
城
支
所

産
業
振
興
課
農
林
振
興
係
長
）
▼
総
務
部

人
権
啓
発
課
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
課
長
補

佐　
村む

ら

上か
み

美み

智ち

子こ

（
教
育
部
生
涯
学
習
課

課
長
補
佐
）
▼
市
民
環
境
部
市
民
課
課
長

補
佐
（
市
民
担
当
）　

髙た
か

島し
ま

英え
い

輔す
け

（
市
民

環
境
部
市
民
課
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
）

長
（
施
設
担
当
）
兼
菊
池
市
立
図
書
館
図

書
館
奉
仕
員（
係
長
級
）　
德と

く

永な
が

雅ま
さ

彦ひ
こ

（
教

育
部
菊
池
市
立
図
書
館
図
書
館
奉
仕
員

（
係
長
級
））
▼
議
会
事
務
局
議
会
係
長　

安や
す

武た
け

則の
り

貴た
か

（
議
会
事
務
局
参
事
）

■
退
職
者　
▼
坂さ

か

口ぐ
ち

啓け
い

介す
け

（
政
策
企
画
部

長　
※
熊
本
県
へ
復
職
）▼
小お

川が
わ

秀ひ
で

臣お
み（

総

務
部
長
）
▼
山や

ま

本も
と

幸こ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
泗
水
支
所
長

（
次
長
級
））
▼
有あ

り

山や
ま

健け
ん

生せ
い

（
会
計
管
理
者

（
次
長
級
））
▼
前ま

え

田だ

浩ひ
ろ

規き

（
農
業
委
員
会

事
務
局
長
（
次
長
級
））
▼
水み

ず

上か
み

望の
ぞ
む（

監

査
委
員
事
務
局
長
（
次
長
級
））
▼
工く

藤ど
う

信し
ん

也や

（
七
城
支
所
産
業
振
興
課
長
）
▼
吉よ

し

村む
ら

勲い
さ
お（

教
育
部
学
校
給
食
管
理
室
長
（
課

長
級
））
▼
藤ふ

じ

田た

英ひ
で

明あ
き

（
教
育
部
指
導
主

事
（
総
務
審
議
員
）
※
熊
本
県
へ
復
職
）

▼
南み

な
み

勇は
や

人と

（
総
務
部
総
務
課
防
犯
対
策
監

（
総
務
審
議
員
）
※
熊
本
県
警
へ
復
職
）

▼
松ま

つ

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
市
民
環
境
部
税
務
課
総

務
審
議
員
）
▼
笹さ

さ

原は
ら

智ち

惠え

（
会
計
課
総
務

審
議
員
兼
会
計
係
長
）▼
来き

海ま
ち

さ
ゆ
美み（
教

育
部
学
校
給
食
管
理
室
旭
志
小
学
校
調
理

師
）
▼
原は

ら

田だ

信の
ぶ

幸ゆ
き

（
健
康
福
祉
部
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
介
護
士
）
▼

白し
ら

木き

智と
も

子こ

（
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
参
事
（
看
護
師
））

▼
右み

ぎ

田た

友ゆ

紀き

（
会
計
課
参
事
）
▼
平ひ

ら

井い

知と
も

子こ（
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保
育
園
参
事（
保

育
士
））
▼
宮み

や

田た

宏ひ
ろ

美み

（
政
策
企
画
部
企

画
振
興
課
主
任
主
事
）
▼
右み

ぎ

田た

洋ひ
ろ

美み

（
健

康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
保
健
師
）
▼
坂さ

か

田た

彩あ
や

華か

（
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保
育
園
保
育

士
）

問
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

▼
市
民
環
境
部
税
務
課
課
長
補
佐
（
固
定

資
産
税
担
当
）　

松ま
つ

野の

和か
ず

枝え

（
市
民
環
境

部
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
）
▼
健
康
福

祉
部
福
祉
課
課
長
補
佐
（
障
が
い
福
祉
担

当
）　

山や
ま

口ぐ
ち

和か
ず

浩ひ
ろ

（
経
済
部
農
政
課
課
長

補
佐
（
農
政
担
当
））
▼
健
康
福
祉
部
福

祉
課
課
長
補
佐
兼
保
護
係
長　
倉く

ら

原は
ら

桂け
い

一い
ち

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
保
護
係
長
）
▼
健

康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
課
長
補
佐
兼
こ

ど
も
家
庭
支
援
係
長　
古ふ

る

田た

十と
お

咲さ
き

（
健
康

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
課
長
補
佐
兼
子
育

て
支
援
係
長
）
▼
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保

育
園
副
園
長
（
課
長
補
佐
）　

東と
う

矢や

里り

香か

（
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保
育
園
副
園
長（
係

長
級
））
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
課

長
補
佐
（
施
設
民
営
化
担
当
）　

田た

代し
ろ

誠せ
い

也や

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
課
長
補
佐
（
保

護
担
当
））
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課

課
長
補
佐
（
介
護
保
険
担
当
）　

松ま
つ

寺で
ら

盛も
り

親ち
か

（
教
育
部
学
校
教
育
課
総
務
係
長
）
▼

健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま

ご
め
荘
課
長
補
佐　
丸ま

る

山や
ま

隆た
か

司し

（
健
康
福

祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘

係
長
）
▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
課
長

補
佐（
健
康
推
進
担
当
）　
古こ

吉よ
し

京き
ょ
う

子こ

（
健

康
福
祉
部
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
兼
健
康

推
進
係
長
）
▼
経
済
部
農
林
整
備
課
課
長

補
佐
（
農
林
工
務
担
当
）　

佐さ

野の

木き

成し
げ

俊と
し

（
建
設
部
土
木
課
課
長
補
佐（
管
理
担
当
））

▼
経
済
部
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
観
光

振
興
係
長　
田た

代し
ろ

誠せ
い

士し

（
経
済
部
農
政
課

課
長
補
佐
兼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長
（
課
長

補
佐
）
▼
建
設
部
土
木
課
課
長
補
佐
（
管

理
担
当
）　

笹さ
さ

本も
と

芳よ
し

久ひ
さ

（
水
道
局
水
道
課

課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
）
▼
七
城
支
所
市

『
あ
と
一
歩　
力
に
な
る
よ　
そ
の
想お

も

い
』

（
平
成
30
年
度
「
児
童
福
祉
週
間
」
標
語
）

　
全
て
の
子
ど
も
が
家
庭
や
地
域
で
個
性

豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
育
て
る
よ
う
な
環

境
や
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

国
で
は
、
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
か
ら

１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
、
子
ど
も
や

家
庭
を
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

問
子
育
て
支
援
課

　
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
４

5
月
5
日
㈯
㈷
～
11
日
㈮
は

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す

　

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の
は
飼

い
主
だ
け
で
す
。
ペ
ッ
ト
と
避
難
が
必

要
で
あ
る
か
判
断
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
人
や
他
の
動
物
に
友
好
的
で
あ
る

こ
と
、
む
や
み
に
吠
え
な
い
、
ケ
ー
ジ

に
入
る
な
ど
の
し
つ
け
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ

の
駆
除
、
迷
子
に
な
っ
た
と
き
の
た
め

の
首
輪
や
迷
子
札
の
装
着
な
ど
の
対
策

が
重
要
で
す
。
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
よ
う

に
、
日
頃
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

問
県
健
康
危
機
管
理
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
８

ペ
ッ
ト
も
守
ろ
う
！
防
災
対
策
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001
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犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
犬
の
所
有
者
は
必
ず
予
防
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬

の
所
有
者
や
、
新
た
に
犬
（
生
後
91
日
以

上
）
を
所
有
し
た
人
は
、
会
場
で
登
録
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　
下
表
の
と
お
り

※�

ど
の
会
場
で
も
接
種
で
き
ま
す
。
登
録

済
み
の
人
は
「
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

等
の
ご
案
内
」
の
は
が
き
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

料
金
（
１
頭
当
た
り
）

▼
登
録
料　
　
　
３
千
円

▼�

集
合
注
射
料　
３
１
０
０
円
（
注
射
済

票
発
行
手
数
料
５
０
０
円
含
む
）

そ
の
他　
動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け

た
と
き
は
、
獣
医
師
の
証
明
書
を
環
境
課

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
ま
で
お
持
ち

い
た
だ
き
、
注
射
済
票
発
行
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
（
１
頭
に
つ
き
５
０
０

円
が
必
要
）。

集
合
注
射
実
施

会
場
で
も
手
続

き
で
き
ま
す
。

▼平成 30 年度狂犬病予防注射日程表

春
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と

　

犬
の
登
録
を
実
施
し
ま
す

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７　
各
支
所
市
民
生
活
課

と　き ところ

５月7日㈪

午前９時30分～10時 龍門支館
午前10時20分～10時50分 迫龍ふれあいセンター
午前11時10分～11時40分 水迫里山の家（旧農村女性の家）

午後１時30分～２時 迫間支館
午後２時20分～2時50分 高野瀬公民館（旧老人福祉センター）

5月8日㈫

午前9時～9時30分 原細永公民館
午前9時50分～10時20分 塚原公民館
午前10時40分～11時10分 中原公民館

午前11時30分～正午 藤田公民館

5月10日㈭
午前9時～9時40分 戸崎支館

午前10時～10時30分 植古閑公民館
午前10時50分～11時30分 菊之池体育館前

５月11日㈮
午前９時30分～10時20分 社会福祉協議会七城支所
午前10時40分～11時30分 七城多目的研修センター

午後１時10分～２時 リバーサイドパーク
５月13日㈰ 午前９時30分～11時 菊池市役所正面玄関

５月16日㈬

午前９時30分～10時 尾足コミュニティーセンター
午前10時20分～10時50分 伊坂研修センター
午前11時10分～11時40分 妻越担い手センター

午後１時30分～２時 高柳集落センター
午後２時30分～３時 楠原構造改善センター

５月17日㈭

午前９時～９時30分 田島二区公民館
午前10時～10時50分 泗水第二体育館
午後１時30分～２時 永公民館
午後２時30分～３時 井戸方構造改善センター

５月18日㈮

午前９時～９時30分 南住吉公民館
午前10時～10時50分 泗水 B ＆ G 海洋センター体育館
午後１時30分～２時 久米一区公民館

午後２時20分～２時50分 泗水体育館

５月27日㈰
午前９時30分～10時30分 泗水支所

午前11時～11時30分 旭志支所

よろしくだワン！

５月の「税」の納期限
５月 31 日㈭

問税務課
　市民税係　　　☎（25）7206
　固定資産税係　☎（25）7207

　●軽自動車税全期
　●固定資産税第１期
口座振替を利用している人は、５月
25 日㈮に振替を行いますので、残高
の確認をお願いします。

　

納
税
通
知
書
を
５
月
初
め
に
送
り
ま

す
。
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限　
５
月
31
日
㈭

納
付
場
所　

❶�

軽
自
動
車
税　
各
金
融
機
関
、市
役
所
、

各
支
所　

❷�

自
動
車
税　
各
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
の
各
広
域
本
部
、

各
地
域
振
興
局
（
鹿
本
に
つ
い
て
は
山

鹿
市
役
所
内
）、
自
動
車
税
事
務
所

　
税
金
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
❶
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
６

　
❷
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

�

県
北
広
域
本
部
総
務
部
収
税
課

　
☎（
25
）４
２
７
２

　
熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

　
☎
０
９
６（
３
６
８
）４
０
２
０

　
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
固
定
資
産
税
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
広
く
情
報
を
公
開
し

ま
す
。

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

平
成
30
年
度
菊
池
市
縦
覧
帳
簿
の
土

地
・
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
で
き
ま
す
。　

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る
人　
▼
土
地
ま

た
は
家
屋
の
納
税
義
務
者
▼
納
税
義
務
者

と
同
じ
世
帯
の
親
族
▼
納
税
管
理
人
▼
代

理
人
（
要
委
任
状
）

※�

土
地
の
納
税
義
務
者
は
土
地
の
、
家
屋

の
納
税
義
務
者
は
家
屋
の
、
両
資
産
の

納
税
義
務
者
は
両
方
の
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
が
で
き
ま
す
。
免
税
点
未
満
の
人
は

土
地
・
家
屋
、
固
定
資
産
の

価
格
を
知
り
た
い
皆
さ
ん
へ

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
土
地
・
家
屋
な

ど
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
な
ど
は
、

平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基

礎
に
な
る
た
め
、
関
係
者
は
閲
覧
で
き
ま

す
。

　
固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大
臣
が
定

め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
、
市
長
が
決
定
し
た
価
格
を
基
に
課

税
標
準
額
を
算
定
し
ま
す
。
決
定
し
た
価

格
や
課
税
標
準
額
は
、
菊
池
市
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人　
▼
固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
▼
納
税
義
務
者
と
同
じ
世
帯
の
親

族
▼
納
税
管
理
人
▼
代
理
人（
要
委
任
状
）

　　　　　　
介護予防ミニ講座介護予防ミニ講座

運動前のストレッチ②運動前のストレッチ②
　安全に運動するために、ストレッチで筋肉の緊張を
ほぐしましょう。けがや老化の予防、疲労回復に役立
つほか、血行をよくし、体の柔軟性を維持・向上する効
果も期待できます。

　安全に運動するために、ストレッチで筋肉の緊張を
ほぐしましょう。けがや老化の予防、疲労回復に役立
つほか、血行をよくし、体の柔軟性を維持・向上する効
果も期待できます。

内もも伸ばし内もも伸ばし

足の裏側伸ばし足の裏側伸ばし

ポイントポイント

両足をしっかり開き、つま先を外
に向ける。 両手で膝の内側を外
側へ押しながら状態を前に倒す。こ
の姿勢で1～10までゆっくり数える。

両足をしっかり開き、つま先を外
に向ける。 両手で膝の内側を外
側へ押しながら状態を前に倒す。こ
の姿勢で1～10までゆっくり数える。

右足をまっすぐ伸ばし、かかとを
床につける。 つま先を自分の方へ
向け、体を前に倒す。この姿勢で1
～10までゆっくり数える。左足も同
様に行う。

・無理はせず、痛みを感じない程度の強さで行いましょう。
・息を止めないように声に出して数を数えましょう。
・弾みをつけず、ゆっくり筋肉の伸びを感じながら行いましょう。

・無理はせず、痛みを感じない程度の強さで行いましょう。
・息を止めないように声に出して数を数えましょう。
・弾みをつけず、ゆっくり筋肉の伸びを感じながら行いましょう。

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216

軽
自
動
車
・
自
動
車
税
の
納
付

期
限
は
５
月
31
日
㈭
で
す

▼
土
地
ま
た
は
家
屋
の
賃
借
人
▼
賦
課
期

日
以
後
に
固
定
資
産
を
取
得
し
た
人

縦
覧
・
閲
覧
期
限　
５
月
31
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

縦
覧
・
閲
覧
の
と
き
に
必
要
な
も
の

　
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、
本
人
確
認
用

の
免
許
証
、
委
任
状
な
ど
が
必
要
で
す
。

縦
覧
・
閲
覧
す
る
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

期
間
中
の
手
数
料
は
無
料
。
但
し
課
税

台
帳
の
写
し
が
必
要
な
場
合
は
有
料
で

す
（
１
件
３
０
０
円
）。

問
●申
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

　
各
支
所
市
民
生
活
課

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

　
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
大
麻
の
栽
培
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
全
国
で
不
正
栽
培
に
よ
り
検
挙

さ
れ
る
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
ケ
シ
の
仲
間
は
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る

も
の
が
多
く
人
気
で
す
が
、
中
に
は
麻
薬

の
原
料
に
な
る
も
の
も
あ
り
、
法
律
で
栽

培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
大
麻
や
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
を

発
見
し
た
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
菊
池
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
☎（
25
）４
１
３
５
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

費用を記載していないものは基本的に無料です。
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊
池
市
地
域
経
済
牽
引
事
業
奨

励
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

　
市
内
の
促
進
区
域
で
一
定
額
以
上
の
家

屋
、
構
築
物
や
土
地
を
取
得
し
た
事
業
者

は
、
固
定
資
産
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
地
域　
市
内
全
域

対
象
事
業
者　
全
業
種

事
業
者
の
要
件　
地
域
未
来
投
資
促
進
法

第
13
条
ま
た
は
第
14
条
に
基
づ
き
、
地
域

経
済
牽
引
事
業
計
画
の
承
認
を
受
け
た
者

で
、
１
億
円
を
超
え
る
家
屋
、
構
築
物
お

よ
び
土
地
を
取
得
し
た
者
（
農
林
漁
業
関

連
は
５
千
万
円
以
上
）

課
税
免
除
の
対
象　
固
定
資
産
税
の
う
ち

次
に
課
す
る
も
の　
▼
家
屋
▼
構
築
物
▼

当
該
家
屋
ま
た
は
構
築
物
の
敷
地
で
あ
る

土
地
（
取
得
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
以
内
に
当
該
土
地
を
敷
地
と
す
る
当

該
家
屋
な
ど
の
建
設
の
着
手
が
あ
っ
た
場

合
の
当
該
土
地
に
限
る
）

免
除
期
間　
３
年
度
間

そ
の
他　
建
築
工
事
の
着
手
前
に
、
県
へ

｢

地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画｣

の
提
出
承

認
と
国
の
確
認
が
必
要
で
す
。

問
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係　

　
☎（
25
）７
２
２
３

募
集

　

被
災
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
た

め
、
熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
2
年
間
、
建

築
基
準
法
等
関
係
手
数
料
の
減
免
措
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。
建
築
物
の
再
建
に
は
多

く
の
時
間
と
費
用
を
必
要
と
す
る
た
め
、

減
免
措
置
を
１
年
間
延
長
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
熊
本
地
震

建
築
基
準
法　
手
数
料
減
免
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

問
県
土
木
部
建
築
住
宅
局
建
築
課　

　
☎  

0
９
６（
３
３
３
）２
５
３
４

熊
本
地
震
に
伴
う
建
築
基
準
法

等
関
係
手
数
料
の
減
免
延
長

　
６
月
１
日
㈮
を
基
準
日
と
し
て
、
全
国

の
製
造
業
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま

す
。
５
月
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
菊
池
川
と
合
志
川
が
氾
濫
す
る
可
能
性

が
高
ま
っ
た
と
き
に
、
対
象
地
域
に
い
る

洪
水
情
報
を
緊
急
速
報
メ
ー
ル

で
配
信
し
ま
す

　
市
の
組
織
改
編
に
伴
い
、
一
部
の
電
話

番
号
を
次
の
と
お
り
移
行
し
ま
す
。

問
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　

　
☎（
25
）７
２
０
５　

組
織
改
編
に
伴
い
一
部
の
電
話

番
号
を
移
行
し
ま
す

部　署　名 電話番号

情報政策課 情報政策係 ☎ （25）7249

七城支所市民生活課 地域・農政係
（農政担当） ☎ （25）1080

旭志支所市民生活課 地域・農政係
（農政担当） ☎ （25）3334

泗水支所市民生活課 地域・農政係
（農政担当） ☎ （25）2155

▼電話番号が移行する部署一覧

※各支所の農政担当の電話番号は、これまで産業振
興課で使用していた電話番号を移行しています。農
政・農業委員会関連の申請書受付・相談・証明書発行
などは、これまでどおり支所で利用できます。

菊
池
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
事
業
補
助
金

　
本
市
で
生
産
さ
れ
る
安
心
・
安
全
な
農

林
畜
産
物
を
使
用
し
た
加
工
食
品
の
商
品

開
発
や
、情
報
発
信
、販
売
促
進
な
ど
「
菊

池
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
推
進
し
、
儲
か
る
農

業
の
確
立
を
目
指
す
活
動
に
対
し
て
支
援

し
ま
す
。

対
象
事
業　
▼
新
商
品
開
発
の
た
め
の
農

産
物
栽
培
地
の
土
壌
分
析
、
農
産
物
お
よ

び
開
発
商
品
の
成
分
分
析
を
行
う
取
り
組

み
▼
新
商
品
開
発
の
た
め
の
機
械
器
具
導

入
を
行
う
取
り
組
み
▼
開
発
商
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
製
作
す
る
取
り
組
み

▼
情
報
発
信
及
び
販
売
促
進
の
た
め
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
取
り
組
み

対
象
者　
▼
本
市
に
住
所
が
あ
る
一
経
営

体
の
農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
、
農
業
者

組
織
▼
本
市
に
事
業
所
を
持
つ
加
工
・
販

売
事
業
所

補
助
額　
上
限
額
50
万
円

※
予
算
の
範
囲
内

補
助
率　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

そ
の
他　
▼
既
存
商
品
の
改
良
（
パ
ッ
ケ

ー
ジ
変
更
な
ど
）
は
補
助
対
象
外
で
す
▼

既
に
事
業
が
完
了
し
て
い
る
場
合
は
補
助

対
象
外
で
す
▼
年
度
内
で
の
事
業
開
始
お

よ
び
事
業
完
了
が
条
件
で
す

問
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
☎（
25
）７
２
６
６

儲
か
る
農
業
を
支
援
し
ま
す

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
名

義
の
軽
自
動
車
な
ど
（
家
族
の
運
転
も
含

む
）
で
、
障
が
い
の
程
度
、
使
用
目
的
な

ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
軽
自
動

車
税
を
減
免
し
ま
す
。

申
請
期
限　
５
月
31
日
㈭

申
請
方
法　
税
務
課
お
よ
び
各
支
所
市
民

生
活
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
減
免
は

普
通
車
を
含
め
１
人
１
台
で
、
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
納
税
通
知
書
▼

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
な
ど
▼
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
▼

車
検
証
▼
印
か
ん

問
税
務
課
市
民
税
係　
☎（
25
）７
２
０
６

　
各
支
所
市
民
生
活
課

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る

人
の
軽
自
動
車
税
減
免

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回
答
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統

計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な

統
計
で
す
。
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

問
情
報
政
策
課　
☎（
25
）７
２
４
９

　
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
１
７
８

人
に
国
が
自
動
で｢

緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）｣

を
お
届
け
し
ま
す
。

配
信
が
あ
っ
た
ら
、
国
土
交
通
省｢

川

の
防
災
情
報｣

（https://w
w
w
.river.

go.jp/kaw
abou/ipT

opG
aikyo.

do)

を
確
認
し
、
具
体
的
な
状
況
確
認
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

配
信
開
始
日　
５
月
１
日
㈫

※�｢

緊
急
速
報
メ
ー
ル｣

と
は
、
携
帯
電

話
事
業
者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
な
ど
）
が

無
料
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
国
や

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
災
害
・
避
難
情

報
な
ど
を
、
回
線
混
雑
の
影
響
な
く
、

特
定
エ
リ
ア
内
の
対
応
端
末
（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
）
に
一
斉
に
配

信
す
る
も
の
で
す
。

問
防
災
交
通
課　
☎（
25
）７
２
０
３　

　
県
で
は
、
5
月
10
日
㈭
か
ら
6
月
9
日

㈯
ま
で
を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、

違
法
捕
獲
な
ど
の
防
止
や
繁
殖
期
の
野
鳥

保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
許
可
を
受

け
た
も
の
以
外
は
、
鳥
類
の
捕
獲
な
ど
は

原
則
禁
止
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
野
鳥
と

の
つ
き
あ
い
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
農
林
整
備
課　

　
☎ （
25
）７
２
２
２

　
県
北
広
域
本
部
林
務
課
森
林
保
全
班　

　
☎ （
25
）２
５
３
４

ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
！

み
ま
も
っ
て
、
野
鳥
の
子
育
て

新
し
い
介
護
保
険
料
が

決
ま
り
ま
し
た

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
40
歳
以
上
の
全
て
の
人
に
介
護
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
介
護
保
険
制
度

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

費
用
に
応
じ
て
、
３
年
ご
と
に
決
め
ら
れ

段階 対象者 保険料率 保険料（年額）

１
生活保護を受けている人。世帯全員が住民税非課税で、
老齢福祉年金を受けている人、または、前年の合計所得
金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の人

基準額×
0.45 35,100 円

２ 世帯全員が住民税非課税で、前年度の合計所得金額＋課
税年金収入額が 80 万円超 120 万円以下の人

基準額×
0.75 58,500 円

３ 世帯全員が住民税非課税で、前年度の合計所得金額＋課
税年金収入額が 120 万円超の人

基準額×
0.75 58,500 円

４
世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非
課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万
円以下の人

基準額×
0.9 70,200 円

５
世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非
課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万
円超の人

基準額 78,000 円

６ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円未
満の人

基準額×
1.2 93,600 円

７ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円以
上 200 万円未満の人

基準額×
1.3 101,400 円

８ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 200 万円以
上 300 万円未満の人

基準額×
1.5 117,000 円

９ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 300 万円以
上の人

基準額×
1.7 132,600 円

ま
す
（
左
表
）。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
、
半
分

を
国
・
県
・
市
が
負
担
し
、
残
り
の
半
分

を
40
歳
以
上
の
全
て
の
人
で
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
納
め
る
介
護
保
険
料
は
、
本

市
の
介
護
保
険
制
度
を
運
営
し
て
い
く
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
５

▼平成 30 年度から平成 32 年度まで 65 歳以上の人が納める保険料
　基準額　月額 6,500 円　年額 78,000 円

　移動手段が無く、買い物に不便という話を耳
にします。そこで、菊池市第三セクター連絡協
議会では、買い物弱者の対策として移動販売車
を運行することになりました。
　市内４つの物産館が中心となり、５月中旬から
試験運行を開始します。場所や時間など詳しい
内容はお問い合わせください。皆さまのご利用
をお待ちしています。

【菊池地区】
【七城地区】
【旭志地区】

【泗水地区】

きくち観光物産館 ☎（25）5477
道の駅七城メロンドーム ☎（25）5757
道の駅旭志 旭志村ふれあいセンター
☎（37）3719
道の駅泗水 養生市場 ☎（38）6100

問

移動販売車
5月中旬運行開始
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

費用を記載していないものは基本的に無料です。
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

試
験
の
種
類　
❶
大
学
卒
業
程
度
（
一
般

事
務
、
警
察
事
務
、
教
育
事
務
、
心
理
判

定
員
、
総
合
土
木
、
建
築
、
機
械
、
農
学
、

林
学
、畜
産
、水
産
）
❷
免
許
資
格
職
（
社

会
福
祉
、
薬
剤
師
、
保
健
師
）
❸
民
間
企

業
等
経
験
者
（
行
政
、
保
健
師
）
❹
大
学

卒
業
程
度
（
警
察
官
Ａ
）

受
付
期
間　
５
月
25
日
㈮
ま
で

※
当
日
消
印
有
効

第
１
次
試
験
日　
❶
❷
❸
６
月
24
日
㈰　

❹
７
月
８
日
㈰

　
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
熊
本

県
職
員
採
用
ガ
イ
ド
」
で
検
索
。

問
熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３

　
職
業
訓
練
は
、
早
期
就
職
を
実
現
す
る

た
め
に
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。（
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

訓
練
場
所　
合
志
市

訓
練
科
目　
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ

ー
ビ
ス
科
、
生
産
設
備
保
全
技
術
科
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス

科　募
集
期
限　
５
月
31
日
㈭

訓
練
期
間　
７
月
３
日
㈫
～
12
月
26
日
㈬

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当　

　
☎（
24
）８
６
２
５

熊
本
県
職
員
・
警
察
官

採
用
試
験

職
業
訓
練
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

平
成
30
年
度
菊
池
市
営
住
宅
補

充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
空
き
部
屋
が
あ
る

団
地
を
対
象
と
し
た
補
充
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
募
集
す
る
団
地
は
、
6
月
１
日

㈮
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

受
付
期
間　
6
月
8
日
㈮
～
22
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
必
着

※
㈯
㈰
を
除
く

申
込
資
格　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ

と
。
▼
持
家
が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住

居
に
困
っ
て
い
る
こ
と
▼
同
居
親
族
が
あ

る
こ
と
（
婚
約
者
な
ど
も
含
む
）（
※
単

身
入
居
の
場
合
の
特
例
：
満
60
歳
以
上
の

人
。
こ
の
他
に
も
、
条
件
に
よ
っ
て
は
入

居
申
し
込
み
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
世
帯
の
合
計
月
額
所
得
が
基
準
内
で
あ

る
こ
と
（
世
帯
の
状
況
に
よ
り
合
計
月
額

所
得
が
15
万
８
千
円
以
下
と
21
万
４
千
円

以
下
に
分
か
れ
ま
す
）

【
月
額
所
得
の
計
算
方
法
】（
世
帯
全
員
の

所
得
額

－

控
除
額
の
合
計
）÷ 

12（
カ
月
）

【
控
除
合
計
額
の
計
算
】
次
に
基
づ
き
算

出
し
た
控
除
額
を
合
計
し
ま
す
。 

【
控
除
の
内
容
・
控
除
額
】

・�

同
居
者
、
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親

族　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
38
万
円

・
特
定
扶
養
親
族　
　
　
　
１
人
25
万
円

・�

老
人
扶
養
親
族
、
老
人
控
除
対
象
配
偶

者　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
10
万
円

・
寡
婦
ま
た
は
寡
夫　
　
　
　
　
27
万
円

・
障
が
い
者　
　
　
　
　
　
１
人
27
万
円

・
特
別
障
が
い
者　
　
　
　
１
人
40
万
円

▼
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
▼
入
居

申
込
者
や
同
居
予
定
の
親
族
な
ど
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
平
成
30
年
度
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
▼

住
宅
状
況
申
告
書
▼
住
民
票
謄
本
ま
た
は

戸
籍
謄
本
（
同
居
予
定
者
全
員
が
記
載
さ

れ
、
続
柄
が
分
か
る
も
の
）
▼
平
成
30
年

度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

（
16
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
同
居

予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）（
※
源

泉
徴
収
票
不
可
）（
※
平
成
30
年
度
市
県

民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
は
、
6

月
1
日
以
降
の
発
行
書
類
な
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
平
成
30
年
度
市
県
民
税
課
税

台
帳
記
載
事
項
証
明
書
は
、
平
成
30
年
1

月
1
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
発
行

さ
れ
る
書
類
で
す
。
市
町
村
で
発
行
日
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）
▼

未
納
が
な
い
証
明
書
（
16
歳
以
上
（
高
校

生
を
除
く
）
の
同
居
予
定
者
全
員
分
そ
れ

ぞ
れ
必
要
）
▼
そ
の
他
証
明
書
（
婚
約
証

明
書
、
障
が
い
者
手
帳
の
写
し
な
ど
）

申
込
方
法　
必
要
書
類
な
ど
完
備
の
上
、

都
市
整
備
課
住
宅
係
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
「
簡
易
書
留
」

郵
便
で
期
限
内
必
着
と
し
ま
す
。

　
申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽
の
申

告
が
あ
っ
た
場
合
、
申
し
込
み
は
無
効
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
平
成

29
年
度
中
に
補
充
入
居
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
で
申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
は
、

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
22
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

相
談も

の
忘
れ
相
談
会

と　
き　
５
月
23
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

と　
き　
５
月
25
日
㈮
～
31
日
㈭

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

無
料
法
律
相
談
会

と　
き　
５
月
14
日
㈪　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿

支
部
（
山
鹿
市
山
鹿
２
８
０
）

相
談
担
当
者　
弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調

停
委
員
、
法
務
局
職
員

も
し
も
し
税
金
相
談
室

　
税
理
士
が
、
電
話
で
税
金
に
関
す
る
相

談
に
無
料
（
20
分
以
内
）
で
応
じ
ま
す
。

相
談
時
間　
平
日
午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
㈯
㈰
㈷
、
夏
季
、
年
末
年
始
な
ど
は
休

み問
南
九
州
税
理
士
会　

　
☎
０
１
２
０（
３
７
３
）６
７
８

イ
ベ
ン
ト

新
米
マ
マ
の
子
育
て

お
し
ゃ
べ
り
講
座

　
新
米
マ
マ
同
士
で
気
軽
に
話
が
で
き
ま

す
。
親
子
の
絆
づ
く
り
と
友
だ
ち
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
６
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
・
20
日

㈬
・
27
日
㈬
（
毎
週
㈬
連
続
４
回
）
午
後

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

対　
象　
生
後
２
～
５
カ
月
（
６
月
６
日

現
在
）
の
乳
児
（
第
１
子
）
と
そ
の
母
親

参
加
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
8
6
4

円
が
必
要
で
す
）

定　
員　
母
子
14
組
（
先
着
順
）

問
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）7
2
1
4

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま

す
。
要
予
約
。

と　
き　
５
月
15
日
㈫

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
2
階
相
談
室
21

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

幼
児
水
泳
教
室
受
講
生
募
集

と　
き　
６
月
12
日
㈫
～
７
月
24
日
㈫

　
毎
週
㈫
（
全
６
回
）
午
後
３
時
～
４
時

と
こ
ろ　
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

ー
ル

対
象
者　
市
内
未
就
学
児
の
年
中
・
年
長

募
集
人
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
５
月
31
日
㈭

内　
容　
水
慣
れ
、
顔
付
け
、
も
ぐ
る

参
加
費　
１
５
０
０
円

指
導
者　
坂さ

か
田た

は
る
み
（
文
部
科
学
省
認

定
コ
ー
チ
）

問
●申
社
会
体
育
課　
☎   （
25
）７
２
３
４　

勤
務
場
所

▼
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

▼
菊
池
市
旭
志
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

勤
務
期
間　
5
月
28
日
㈪
～
８
月
31
日
㈮

勤
務
時
間　
シ
フ
ト
制
、
勤
務
は
応
相
談

募
集
人
員　
各
10
人
程
度

条　
件　
18
歳
以
上
で
泳
げ
る
人

申
込
期
限　
5
月
11
日
㈮　
午
後
５
時

申
込
方
法　
社
会
体
育
課
へ
履
歴
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

監
視
員
募
集

　
来
春
新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の

企
業
を
対
象
に
、
新
卒
者
用
求
人
の
諸
手

続
き
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
地
元
の

優
秀
な
人
材
の
確
保
の
た
め
、
多
数
の
企

業
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
５
月
24
日
㈭
午
後
２
時
～
４
時

（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ　
菊
池
市
総
合
体
育
館

※
求
人
申
込
の
場
合
、
事
前
に
採
用
責
任

者
の
説
明
会
受
講
が
必
要
で
す
。

問
●申
申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　

就
職
支

援
部
門　
学
卒
担
当　
☎（
24
）８
６
２
６

新
卒
者
を
採
用
予
定
の

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
平
成
30
年
度
金
婚
夫
婦
の
表
彰
者
を
把

握
す
る
た
め
、
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
該

当
者
は
、
5
月
の
区
長
文
書
で
回
覧
し
て

い
る
「
金
婚
夫
婦
該
当
者
の
調
査
」
へ
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
記
入
漏
れ
が
あ

れ
ば
、
高
齢
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
市
民

生
活
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

該
当
者　
昭
和
43
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦
。
※
平
成
30

年
１
月
１
日
以
降
に
配
偶
者
を
亡
く
し
た

人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

期　
限　
６
月
8
日
㈮

そ
の
他　
表
彰
式
典
は
、
９
月
８
日
㈯
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
該
当
者
に
は
8
月
上

金
婚
夫
婦
該
当
者
の

調
査
を
し
て
い
ま
す

旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

相
談
内
容　
民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど
の
問
題
、

登
記
、
人
権
問
題
な
ど

問
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部　

　
☎
０
９
６
８（
44
）５
１
４
１
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　剣道をとおして心と体を鍛え、正しい礼儀・作法が身
につきます。初心者でも大歓迎！泗水地区以外からの
入会もOKです。まずは、見学だけでもお越しください。
稽古日　毎週㈪・㈬・㈮　午後６時30分～８時30分
　　　　（原則、３年生以下は㈪・㈬の午後６時30分～８時）
ところ　菊池市立泗水小学校体育館
対　象　年長児～小学校６年生
会　費　入会金5,000円　年会費1,000円　
　　　　月謝3,000円（週2回は2,000円）
問 村

むら

山
やま

　☎080（5283）8102

「泗水道場」剣道教室会員募集

　６月から新しく社交ダンス講座を開講します。楽しい
講座です。健康のために社交ダンスを始めてみませんか。
１カ月間無料で体験できます。
と　き　昼の部６月６日㈬から毎週㈬ 午後１時～
　　　　夜の部６月５日㈫から毎週㈫ 午後６時～
ところ　中央公民館
申込方法　電話または、６月５日㈫・６月６日㈬の開講日
にお越しください。
問積

せき

 ☎090（3077）9979 　☎080（1767）4824 

社交ダンスサークル会員募集

と　き　６月２日㈯～９月２日㈰の毎週㈫・㈯
　　　　午後５時30分～６時30分
ところ　菊池市営菊池プール　対象者　満４歳～12歳
定　員　150人（先着順）※定員になり次第申込終了
月会費　1人3,000円、兄弟姉妹は１人2,500円
　　　　（入会時、別途保険料1人当たり800円必要）
受付期間　５月22日㈫～25日㈮　午後6時～7時
受付場所　菊池市営菊池プール
問●申和

わ

田
だ

　☎080（5202）4754
　 　荒

あら

木
き

　☎090（2711）6699

菊池スイミングスクール　生徒募集！

　会員が県内各地で撮影した野鳥の写真を展示します。
今年のテーマは「野鳥の興味ある行動」です。今回は、
野鳥たちの水浴びやバトル、求愛のディスプレイなどが
ご覧いただけます。きっと、野鳥たちとの新しい出会い
があるはずです。ぜひお出かけください。
と　き　５月25日㈮～６月３日㈰
ところ　中央公民館
展　示　野鳥写真　40点
　会期中は会員がお尋ねなどに対応いたします。
問日本野鳥の会熊本県支部　☎0９６（346）００１０

野鳥の会巡回写真展in菊池

バウンドテニス参加者募集

　雨や日焼けも気にならない。室内にマットを敷き、縦
10㍍×横3㍍のコート中央に高さ50㌢のネットをはさん
で、ソフトテニスの要領で打ち合います。新人戦・男女
ペア戦・懇親大会など楽しい大会もあります。
と　き　毎週㈮　午後８時～９時40分
ところ　菊池北小学校体育館
参加費　１回目のみ無料　※２回目から200円
指　導　内

う ち

古
こ

閑
が

問田中スポーツ　☎090（25）4235

　健康で楽しい生活をするために社交ダンスをしません
か。男女年齢問わず初心者も歓迎します。
と　き　６月７日㈭から毎週㈭
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ　泗水公民館
申込方法　毎週㈭の講座日に会場へお越しください。
参加費　月1,000円　※１カ月間無料で体験できます。
問●申泗水ダンス会　髙

たか

藤
ふじ

☎090（6894）2518    ☎（38）2875

社交ダンス特別会員募集

　出会いを求めている皆さん、ぜひご参加ください。多
数の申し込みをお待ちしています。
と　き　５月27日㈰　午後２時～
ところ　チムチム（隈府1298）
参加費　男性3,000円　女性2,000円
※�参加人数が少ない場合は婚活パーティーを開催でき

ない場合があります。詳しくはお問い合わせください。
問●申中

なか

尾
お

　☎080（5203）1586

楽しい婚活パーティーに参加しませんか？

第18回相続勉強会

※�市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報で
はありません。ご不明な点などありましたら各問い合わせ
先へご連絡ください。

※�投稿は随時募集しています。詳しくは市長公室広報交流係
までお問い合わせください。

　☎0968（25）７２５２　 Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

　相続で何が問題になるのか。いざというときに困った
りもめたりしないように、全４回の勉強会で基本的なこ
とから具体的な対策までを分かりやすくお伝えします。
と　き　①５月10日㈭ ②17日㈭ ③24日㈭ ④31日㈭
　　　　いずれも午後1時30分～３時30分
ところ　中央公民館　
受講料　初回1,000円（全４回参加5,000円）
要予約　☎0120-031239（オサイフサンキュー）　
主　催　一般社団法人　LIFEデザインアカデミー

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

家族、友達、恋人を誘って、地上の天
体観測を楽しみませんか。人気タレン
トの水

みな

上
かみ

清
きよ

乃
の

さんを司会に招いて開
催します。特産品を取りそろえ、多く
の皆さんのお越しをお待ちしています。

※�ホタルの見頃よりも早い開催になるため、フェスタ当日
のホタル観賞会は行いません。

※イベント会場からのシャトルバスはありません。

問商工観光課　☎（25）7223

と　き   ５月12日㈯　※荒天による順延なし

　　　午後５時30分～８時30分

ボ
ー
ト
競
技
の
魅
力
紹
介

　

菊
池
市
斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場
は
、

日
本
国
内
で
も
最
大
級
の
ボ
ー
ト
コ
ー

ス
で
す
。
日
本
代
表
の
選
考
合
宿
や

レ
ー
ス
な
ど
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　　

４
月
12
日
～
15
日
に
行
わ
れ
た
Ｊ

Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
16
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー
ト
選

手
権
大
会
に
は
、
地
元
の
菊
池
高
等

学
校
か
ら
在あ

り

原は
ら

恭き
ょ
う

介す
け

さ
ん
が
出
場
し
、

選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
在
原
さ

ん
は
ボ
ー
ト
競
技
に
つ
い
て
、「
頑
張
っ

た
ら
頑
張
っ
た
だ
け
結
果
が
出
る
の

で
上
手
に
な
る
、楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　　
２
０
１
９
年
度
に
は
南
部
九
州
総
体

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）ボ
ー
ト
競
技
の
開

催
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
熱
く
な
る
ボ
ー
ト
競
技
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
の
大
会
予
定

第
11
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
レ
ガ
ッ
タ

５
月
26
日
㈯・27
日
㈰

皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

社
会
体
育
課 
☎
（
25
）７
２
３
４

５
月
の
内
容

10
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
※

17
日
㈭　
散
歩

24
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

31
日
㈭　
お
も
ち
ゃ
作
り

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象

　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料　
２
０
０
円

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

　
70
年
代
の
ロ
ッ
ク
の
名
盤
と
音
楽
の
歴

史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
自
然
と
音
楽
を

テ
ー
マ
に
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
５
月
５
日
㈯
㈷　
※
17
時
開
場

と
こ
ろ　
菊
池
市
立
迫
水
小
学
校
跡
・
校

舎
内
「
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
ホ
ー
ル
」

入
場
料　
２
５
０
０
円
（
１
ド
リ
ン
ク
チ

ケ
ッ
ト
付
）

出
演
者　
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ラ
カ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
松ま

つ

永な
が

誠せ
い

剛ご
う

（
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
）

問
●申
㈳
ブ
レ
ス
ト　
吉よ

し

田だ

　
☎
０
９
０（
１
７
０
６
）０
０
６
１

ピ
ー
タ
ー
・
バ
ラ
カ
ン

出
前
Ｄ
Ｊ　

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

選手宣誓をする在原選手 水上での練習陸上での練習

ホタル観賞の
見頃は5月23
日頃が予想さ
れています。

ところ  道の駅旭志 旭志村ふれあいセンター 
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.45

１月28日
民大会で狂言を発表県

菊池北小学校

　郷土愛や道徳心を育む「『熊本の心』県民大会」
が市文化会館で開催され、６年生が狂言を披露しま
した。大会のオープニングで狂言小舞「ひょうたん」
と狂言「清水」を発表。見事な演舞に会場からは大
きな拍手が送られました。児童は「緊張しないでう
まくできたのでよかったです」と話しました。

伝統芸能を披露することで郷
土文化への理解も深まりました

稽古を重ねて息の合った演舞
を見せました

泗水中学校

旭志中学校

頃の防災意識を高めるために

粗しょう症について知る

日

骨

１月２６日

2月７日

　地震発生時に身の安全を確保する「シェイクアウ
ト訓練」を実施。机の下にもぐる訓練や、保護者へ
の引き渡しを想定した地区ごとの集合方法など、災
害時の動きを確認しました。同校は「防災意識を高
めながら、いざというときのためにしっかり備えたい」
と振り返りました。

　旭志公民館で骨粗しょう症について学ぶ「骨こつ
教室」を開催しました。専門家による講話で知識を
付けたあとは、予防を考えた食事を調理実習。お
いしく食べながら骨粗しょう症の理解を深めました。
生徒は「栄養バランスを意識した食の大切さを学
べた。おいしかったです」と話しました。

地区に別れて集合し、非常時の
整列方法を確認しました

健康を考えた食を実際に調理
しました

避難訓練の放送に合わせて机
の下にもぐりました

レントゲン写真を使って骨の仕
組みを学びました

２月28日
校応援隊への感謝の会学

七城小学校

３月６日

消防車も登場。近くで見学しま
した

お礼の歌を送り、手紙や花鉢を
渡しました

避難した体育館で消防士の話
を聞きました

「いつも見守ってくれてありが
とうございます」とスピーチ

防士が避難訓練を指導消
泗水西小学校

　火災を想定した避難訓練を実施しました。訓練
の放送後、児童らは素早く避難を実施。また、西消
防署から来校した消防士が避難の際の注意点を話
すと、児童らは真剣に聞き入っていました。訓練後
には消防車を見学。間近に見る消防車に児童らは
興味津々で、消防士に次々と質問をしていました。

　児童や地域のため活動する学校応援隊を招き、
感謝の会を開きました。応援隊は朝の学習補助、
本の読み聞かせ、登下校の見守り、環境美化など
の分野でボランティアとして活動。応援団代表の
隈
くま

部
べ

忠
ただ

宗
むね

さんは「今後も地域のみんなで子どもた
ちを育て、温かく見守っていきたい」と話しました。

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル in Kikuchi

春
の
交
通
安
全
出
発
式
で
吹

奏
楽
部
と
バ
ト
ン
部
が
演
技

　

昨
年
12
月
に
菊
池
市
文
化
会

館
で
開
催
し
た
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
総
合
学
習

で
学
ん
だ
手
話
ダ
ン
ス
や
振
り

袖
の
着
付
け
な
ど
を
実
演
し
、

体
育
で
練
習
し
た
創
作
ダ
ン
ス

を
３
年
生
が
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
科
は
認
知
症
予

防
の
体
操
、
普
通
科
は
英
語
と

軽
音
楽
の
バ
ン
ド
演
奏
を
発
表

し
ま
し
た
。
家
庭
科
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
3
年
生

が
卒
業
制
作
の
ド
レ
ス
を
着
て

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

創
部
３
年
目
の
吹
奏
楽
部
は
、

豊
富
な
指
導
実
績
を
持
つ
島し

ま

﨑さ
き

猛た
け

雄お

音
楽
監
督
の
楽
し
く
情
熱

あ
る
指
導
の
下
、
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
2
年
前
は
楽
器
に

初
め
て
触
れ
た
部
員
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
が
、
式
で
は
魅
力
あ

る
音
色
を
奏
で
ま
し
た
。
昨
年

始
動
の
バ
ト
ン
部
と
共
に
今
後

も
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
ま
す
。

　

毎
週
㈪
の
午
後
7
時
よ
り
、

バ
ト
ン
の
練
習
見
学
・
体
験
が

で
き
ま
す
。
幼
・
小
・
中
の
皆

さ
ん
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市内３高校の魅力を伝えます！

【問い合わせ先】 
菊池女子高校
☎0968（25）3032

菊女で夢を見つけ、未来へ歩み出した卒業生たち
Anything is possible！！ 何だってできる！

　市内にある３つの高校（菊池農業
高校、菊池高校、菊池女子高校）の生
徒たちが、学校あるあるや自慢話、
ニュース、出来事などを手作りで発信
します。第２弾は菊池女子高校です。

菊池女子高校　少人数で家庭的な本校の一番の宝は、昔も今
もそこに集う生徒たちです。生徒たちがどうしたら幸せをつか
めるのか、いつも一生懸命に考えています。地域貢献、世代間
交流、国際受信・発信を掲げ、郷土と共に歩みます。

現在、生徒たちがきくちの踊りを
制作中。公開間近です。菊女は
わがまち菊池を応援しています！

卒業生は作業療法士、言語聴覚
士、理学療法士、歯科技工士、
管理栄養士などの資格を取り、
幅広い分野で活躍中です。

普通科卒業

平
ひら

山
やま

美
み

夢
ゆ

さん

普通科卒業
小

お

川
がわ

　燦
きらら

さん

普通科卒業

藤
ふじ

本
もと

万
ま

里
り

子
こ

さん
進路先▶日本女子体育大学 進路先▶中央大学 進路先▶津田塾大学

入学して夢や目標ができ、
努力する大切さを学びま

した。今、大学に通っているの
も菊池女子高校で過ごした素
敵な先生たちや仲間に囲まれた
充実した学校生活があったから
です。感謝の気持ちを忘れず目
標に向かって頑張ります！

自分自身を高め、温かく愛し
てくれた菊池女子高校。

菊女に入学していなかったら今
の自分はいないと思います。お
そらく中央大学にも入学できて
いません！菊女での経験は私に
とって一生の宝物。心から感謝
しています！！

菊女で進みたい道が見つか
りました。後押ししてくれ

た先生たちには感謝しています。

菊池女子高校
ホームページも更新中！

検 索
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　えこめ牛推進コンソーシアムがえこめ牛の普及促進を目
的に泗水公民館で開催し、予選を通過した６チームが出場。
菊池農業高校ストロベリーチームのレシピ「キンピラップ
ルコギ～タコライス風」が優勝しました。

高校生のアイデアレシピでえこめ牛をPR
3月3日　菊池えこめ牛うまかモン料理甲子園

1_ 料理を仕上げるストロベリーチームの選手 2_ 優勝レシピ。見
た目の彩りと味のバランスが評価されました 3_ 出場チーム

　菊池南中学校が、将来の夢や進路の目標を定める節目と
して企画した「立志のころ」の一環として実施し、2 年生
137 人が参加。班に分かれた生徒たちは、スタンプラリー
で史跡を巡りながら地域の歴史を学びました。

史跡巡りでふるさと発見
3月13日　菊池南中学校「立志のころ」

チェックポイントの将軍木前。説明板やパンフレットを読み、気
づいたことを話し合いながら学習する生徒たち

　平成９年３月にオープンした七城温泉ドームが 21 年目
にして達成。777 万 7,777 人目の入場者となった柳

や な

井
い

一
か ず

夫
お

さん（熊本市）に、同施設のペア宿泊券や七城の米 10㌕、
七城の加工品詰め合わせなどが贈られました。

入場者777万7,777人達成！
3月15日　七城温泉ドーム

柳井さんは「歩行浴と泉質が腰痛に効くので毎週末通っている。
これからも楽しみながら通いたい」と喜びを語りました

　坂本邸（高野瀬）でのオープンガーデン 15 周年を記念
し開催中。坂本邸では地域おこしの一環として 2004 年か
らオープンガーデンを行い、美しく手入れされた庭園で世
界中からの観光客 4,700 人以上をもてなしてきました。

箱庭と座敷かざり無料展示会
3月3日～5月6日　坂本邸オープンガーデン

製作者の坂
さか

本
もと

栄
えい

子
こ

さん（高野瀬）。6 畳の箱庭は土台から飾りつけ
まで全て手作りで、地域住民も製作に協力しています

1

　読み聞かせボランティアグループ「ワンダーぶんこ」（内
野さと惠会長）のメンバーが卒業生に最後の読み聞かせを
行いました。卒業生たちは目を輝かせ「花さき山」「12 の
贈り物」の物語やオカリナの演奏に耳を傾けていました。

「ワンダーぶんこ」卒業生を送る会
３月6日　泗水東小学校

メンバーは「みんなから元気をもらった。自分の意見を伝えられ
る人になってほしい」と卒業生にエールを送りました

　市教育委員会が新聞記事データベースを学習に活用して
もらおうと KiCROSS で開催し、菊池女子高校と菊池高校
の生徒あわせて約 90 人が参加。新聞が発行されるまでの
過程や製作者の思い、記事検索のコツなどを学びました。

「ヨミダス歴史館」を活用しよう
3月7日　データベース活用講座

講師を務めた読売新聞西部本社の高
たか

橋
はし

淳
あつ

夫
お

さんと熱心に話を聞く
生徒たち。本講座は読売新聞の全国版にも掲載されました

　長野県南相木村出身で菊池一族の末裔といわれる菊
き く

池
ち

彩
あ や

花
か

選手、菊
き く

池
ち

純
す み

礼
れ

選手が女子団体追い抜き競技に出場。一
族のふるさとから応援を届けようと生涯学習センターで開
催し、市民約 70 人が駆け付けました。

菊池選手を市民で応援！
２月10日・21日　平昌オリンピック

「ニッポン！菊池！」と声を上げて応援。チームは予選を勝ち抜き、
粘り強い滑りで見事金メダルを獲得しました

　市内の女子高生（菊池高、菊池女子高、菊池農業高）30
人で構成するボランティア団体・KCG の卒業生 10 人に、
市防犯協会と菊池警察署が感謝状を贈りました。同団体は
防犯活動や交通安全の街頭啓発などに参加しています。

ＫＣＧの3年間の活動に感謝状
２月22日　市内女子高生防犯・交通安全運動

岩
いわ

下
した

希
き

良
ら

梨
り

さん（菊池高3 年、前列右から2 番目）は「活動で学ん
だことを生かし、今後も交通ルールを守りたい」とあいさつ

　市が行う花のまちづくり推進の取り組みとして憩いの森
公園で開催し、市民 12 人が参加しました。講師の指導の下、
ポイントを確認しながら枠内に花や石を配置。色とりどり
の美しい花壇を完成させました。

講習会できれいな花壇ができました
２月24日　花のまちづくり

完成した花壇と参加者の皆さん。参加者同士でも相談し合い、和
気あいあいと花壇づくりに挑戦

　合志市御代志市民センターで、市が合志市・菊陽町と合
同で開催し、３市町から約 70 人が参加。防災士の心得や
地震の仕組み、気象情報の入手方法などを学び、地域の防
災リーダーとしての一歩を踏み出しました。

災害に備えて地域のリーダーを育成
２月17日・18日・25日　防災士養成講座

体育館にさまざまな境遇の人が 200 人避難してくることを想定
し、避難所運営をゲーム形式で学習しました

　熊本日日新聞社が県内の人知れず善行を続けている人や
グループを表彰するもので、上町老人会（茨

いばら

木
ぎ

國
く に

廣
ひ ろ

会長）
による長年の清掃活動が評価されました。清掃は将軍木や
能場の周辺を中心に、週 3 回、約 20 年間続けています。

上町老人会の環境美化活動が受賞
２月９日　熊日緑のリボン賞

左から中
なか

原
はら

亮
りょう

介
すけ

さん、茨木会長、川
かわ

上
かみ

勇
ゆう

藏
ぞう

さん。「文化財を気持ち
よく散策してもらえるよう今後も活動を続けたい」

　流川区の公民館で地域住民が写真展を開催しました。老
人会のメンバーが区の全世帯を訪ねて集めた展示写真は約
300 枚。日常の一コマや行事、人物を記録した写真の数々
に、訪れた人は思い出話に花を咲かせました。

300枚の写真が物語る地域の歴史
２月12日～25日　流川ふるさと今昔写真展

「絶景を映した写真はなく、住民たちのありのまま、生活そのもの
が伝わる写真」と説明する米

よ ね

岡
お か

陸
り く

雄
お

区長㊥

２

３
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限りある紙面、でも掲載できないのはもったいない！
トピックス＋プラスでは、まちの出来事などをダイジェストでお知らせします。＋プラス ※ホームページにもまちの話題を掲載しています。ぜひご覧ください。

　菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/

■３月14日　明るい社会づくり協議会
隈府小学校に図書券を贈呈

■２月４日　熊本地震から復旧 ■２月18日　景観まちづくり

パネリストの熊本県立大学の柴
しば

田
た

祐
ゆう

教授㊧、
㈲阿部牧場代表取締役阿

あ

部
べ

寛
ひろ

樹
き

さん㊨
堂の中には本尊として地蔵菩薩と韋駄天像
が鎮座しています

日頭山宣頓寺落成式 景観まちづくりシンポジウム

　熊本地震により堂が被害を受けた日
頭山宣頓寺が上住吉区民の協力により
改築され、落成式が行われました。
宣頓寺の境内には合志一族の古い塔碑
軍や樹齢 800 年の椋の木があり、地
域住民に親しまれています。

　市が進める農業を生かした景観まち
づくりの一環として旭志公民館で開催
し、約 60 人が参加。パネルディスカッ
ションや昨年市が策定した市景観計画
の概要説明などから景観の大切さを再
確認しました。

■３月８日　菊池教育会里仁賞

木原会長（前列中央）は「他者を助ける精
神を持つ人に育ってほしい」と話しました

小中学生の善行をたたえて表彰

　菊池教育会（木
き

原
は ら

昭
しょう

三
ぞ う

会長）が菊池
郡市の小中学生の善行をたたえるもの
で、市内から菊池南中学校、七城小学
校、旭志小学校が受賞しました。３校
は高齢者世帯サポート事業や地域の美
化運動などに取り組んでいます。

中学生の部優勝男子：庄
しょう

野
の

聖
きよ

人
と

（泗水中 1
年）、女子：内

うち

田
だ

有
ゆ

羽
う

（泗水中 2 年）
藤
ふじ

木
き

德
のり

昭
あき

支部長㊥から浦
うら

田
た

安
やす

之
ゆき

菊池教育事
務所指導課長㊧に目録が手渡されました

■３月12日　熊本県トラック協会
市内小中学校に交通安全用品を贈呈

　県トラック協会が市内の小中学校に
反射キーホルダーとクリアファイルを
贈りました。同会が社会貢献事業とし
て毎年行っているもので、子どもたち
が安全で楽しい学校生活が送れるよう
にとの願いが込められています。

■２月28日　菊芋・ヤーコン消費拡大

普段と違う新鮮な調理方法に熱心に見入る
参加者たち

奥田シェフの菊芋・ヤーコン料理教室

　菊芋とヤーコンの魅力を再発見して
もらおうと市菊芋・ヤーコン振興協議
会が生涯学習センターで開催し、市内
飲食関係者ら 13 人が参加。奥

お く

田
だ

政
ま さ

行
ゆ き

シェフによる９品のレシピが披露さ
れ、食材を生かす調理法を学びました。

■２月28日　旭志小学校
ふるさとへの思いを民謡にのせて

　民謡グループ「あ・うん会」のコンサー
トが旭志小学校で開催され、児童や地
域住民が参加しました。同グループで
旭志出身の田

た

中
な か

基
も と

春
しゅん

さんは長年母校で
のコンサートを熱望。ふるさとへの思
いを込め美しい歌声を響かせました。

旭志音頭を民謡アレンジで披露。手拍子や
掛け声で児童も盛り上がる児童たち

■１月28日　第42回旭志一周駅伝大会

スタートを前に気合十分の選手たち

襷をつないで地域を元気に

　旭志地区の区や企業から 15 チーム
が出場。選手たちは旭志支所前をス
タートし、地域の応援を受けながら
14 区間を快走しました。優勝：九州
柳河精機㈱、準優勝：楠・九・姫、第
3 位：ええばい妻越

■2月２日　29年九州北部豪雨支援

朝倉市森
もり

田
た

俊
しゅん

介
すけ

市長㊧に応援米を手渡す芳
よし

野
の

勇
ゆう

一
いち

郎
ろう

副市長㊨

朝倉市と日田市へ復幸応援米寄贈

　市が福岡県朝倉市と大分県日田市に
生活支援物資として寄贈しました。復
幸応援米は昨年本市で開催した九州の
お米食味コンクールと菊池米食味コン
クールの出品米を使用。生産者や㈱ヰ
セキ九州の賛同により実現しました。

■２月７日　緑化環境美化功労者表彰

会を代表して出席した大
おお

渕
ぶち

好
よし

宣
のぶ

さん（東正
観寺）㊧、田

た

嶋
しま

徹
とおる

副知事㊨

東正観寺花愛好会が受賞

　正観寺参道の清掃と花壇の花植えの
継続的な取り組みが評価されての受
賞。県が公園や道路などで植栽・清掃
などの活動を5年以上、月1回以上行っ
ている個人と団体を表彰するもので、
県庁で表彰式が開催されました。

■２月８日　県野菜振興協会

表彰状を手にする村上部会長

JA 菊池オクラ部会が表彰

　県野菜振興協会組織活動コンクール
の表彰式が行われ、本市から JA 菊池
のオクラ部会の村

む ら か み り ゅ う せ い

上隆成部会長（上水
次）が出席。会全体での過密栽培の取
り組みや講習会の開催など、日々の努
力が認められました。

■２月11日　泗水町内一周駅伝大会

JA 泗水支所前を一斉にスタートする選手た
ち

27チームが泗水町内を快走！

　孔子公園をスタート・ゴールに全 9
区間32.5㎞のコースで開催し、24チー
ムが参加しました。一般の部優勝：富
納、２位：北住吉、３位：村吉、オー
プンの部優勝：菊池市陸協、２位：菊
池消防 A、３位泗水中サッカー部

■２月12日　日本一の桜の里づくり

桜の名所づくりには、まず地域の人が桜に
関心を持つことが大切と学びました

城山の日５周年記念講演会

　（一社）菊池観光協会が桜によるま
ちおこしの一環として開催し、約 60
人が参加。樹木医の和

わ

田
だ

博
ひ ろ

幸
ゆ き

さんは「桜
はいろいろな景色をつくる絵の具。菊
池らしさを演出することでさらに名所
となる」と可能性を語りました。

■２月16日　宝くじの社会貢献広報事業

整備されたテントと椅子、デスクトップパ
ソコンや周辺機器

宝くじの助成金で備品を整備

　（一財）自治総合センターが宝くじ
の社会貢献広報事業として宝くじの受
託事業収入を財源に行うコミュニティ
助成事業により流川区でテント等の備
品が整備されました。活用による地域
活動の活性化が期待されます。

■２月23日　菊池川おむすびたい

同会の名前には、菊池川流域の宝物を「結
びたい」との思いが込められています

日本遺産を生かし菊池川を考える

　菊池川の 10 年後を考える会議が竜
門ダム管理支所であり、住民ら約 40
人が参加。参加者によるアイデア発表
では「手作りいかだで川下り」や「サ
イクリングロードづくり」などユニー
クな提案が次々と上がりました。

■３月11日　第30回泗水町少年剣道大会
泗水町内の小中学生が熱戦

　泗水武道館で開催され、44 人の選
手が出場。団体戦は小中学生混合で行
いました。優勝　小学３年以下：澤

さ わ

田
だ

喬
きょう

平
へい

（泗水西小 3 年）、４年：北
き た

村
む ら

有
ゆ

寿
ず

（泗水小）、５年：澤
さ わ

田
だ

宗
そ う

直
ま

（泗水
西小）、６年：坂

さ か

本
も と

蒼
そ う

天
て ん

（泗水小）

■２月22日　短歌・俳句に親しむ　
第12回万句のふるさと菊池表彰式

　市教育委員会が七城公民館で開催
し、最優秀賞を受賞した児童・生徒
30 人に表彰状と記念品を贈呈。みず
みずしい感性のユニークな受賞作品が
読み上げられるたび、会場からは大き
な拍手が送られました。

県内や本市の姉妹・友好都市の小中学校か
ら計 10,591 点の応募がありました

■３月６日　えこめ牛熟成肉試食会

一口ごとに水を口に含み、感覚を研ぎ澄ま
せて審査する参加者たち

えこめ牛の新たなおいしさに挑戦

　JA 菊池や県、市などで構成するえ
こめ牛コンソーシアムがえこめ牛の新
たな味わいを求めて熟成肉を試作し、
試食会を開催。参加した畜産関係者や
市内飲食業関係者はやわらかさや脂の
質など６つの項目で審査しました。

古
ふる

澤
さわ

広
ひろ

義
よし

校長㊨は「子どもたちのために大
切に使いたい」とお礼を述べました

　菊池郡市明るい社会づくり協議会
（田

た

中
な か

康
や す

男
お

会長）が、未来を担う子ど
もたちの健やかな成長に本を役立てて
もらおうと贈りました。同会は、明る
い社会づくりを目指し、地域清掃や青
少年の育成事業に取り組んでいます。
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休日在宅当番医 ※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎ 0968(25)3300 でご確認ください。

５月13日
㈰

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25）2047

たしろクリニック（胃・内・肛・ア） 大津町 096（340）3220

かとう整形外科光の森（整） 菊陽町 096（349）2255

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

いちかわ歯科クリニック 菊陽町 096（232）8088

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

５月20日
㈰

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939

樽美外科整形外科医院（整・リハ・外） 大津町 096（293）2100

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

高田歯科クリニック 菊陽町 096（337）7139

５月27日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800

隈部医院（内・消・呼・放） 菊池市 0968（25）2851

あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

片山歯科医院 大津町 096（293）0864

6月3日
㈰

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

光の森歯科クリニック 菊陽町 096（340）2611

５月３日
㈭㈷

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

しばた内科クリニック（内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050

岸病院（外） 菊池市 0968（38）2750

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

５月４日
㈮㈷

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

５月５日
㈯㈷

Ｌｅｅこどもクリニック（小・小外） 合志市 096（215）5980

ふじおか内科（内（循・消）） 菊陽町 096（232）7550

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968（24）8101

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

５月６日
㈰

光進会クリニック（内・循内・消内・皮・小） 大津町 096（294）8888

和み内科診療所（内） 合志市 096（248）7534

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

うさぎの谷薬局泗水店 菊池市 0968（38）7088

申込期限　誕生月の前月５日（５日が休日の場合は前日）
募集人数　先着24人（毎月）
申込方法　写真にコメントを添えて、市長公室または各
支所の広報担当まで申し込んでください。写真はデータ
でも受け付けます。写真のみ後日提出でも可能です。

専用フォーム

平成30年６月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写
真を募集しています!

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？

笹
ささ

川
がわ

知
かず

磨
ま

くん（○菊 深川）
3歳 H27年5月14日生まれ

谷
たに

田
だ

歩
あゆ

夢
む

ちゃん（○旭 湯舟）
3歳 H27年5月27日生まれ

松
まつ

永
なが

彩
あ

華
か

里
り

ちゃん（○旭 新明）
3歳 H27年5月10日生まれ

森
もり

　愛
あ

織
おり

ちゃん（○泗 上住吉）
2歳 H28年5月11日生まれ

永
なが

井
い

朔
さく

磨
ま

くん（○菊 西寺）
3歳 H27年5月3日生まれ

中
なか

山
やま

継
けい

心
ご

くん（○泗 富の原西）
3歳 H27年5月10日生まれ

深
ふか

田
だ

咲
さ

良
ら

沙
さ

ちゃん（○菊 袈裟尾）

3歳 H27年5月1日生まれ
宮
みや

本
もと

莉
ち

菜
な

乃
の

ちゃん（○泗 富）
2歳 H28年5月28日生まれ

川
かわ

上
かみ

瑠
る

奈
な

ちゃん（○菊 西寺）
1歳 H29年5月30日生まれ

古
こ

閑
が

愛
ま

叶
かな

ちゃん（○七 甲佐町）
1歳 H29年5月25日生まれ

東
ひがし

　昌
まさ

裕
ひろ

くん（○泗 村吉）
３歳 H27年５月２３日生まれ

廣
ひろ

瀬
せ

鈴
れい

羅
ら

ちゃん（○菊 上西寺）
3歳 H27年5月22日生まれ

マチイロとはいつでもどこでも広報紙を
読むことができるスマートフォン用無料
アプリです。Ⓗhttp://machiiro.town/

 ↑マチイロ
 ホームページ 

水
みず

口
ぐち

愛
あ

可
か

里
り

ちゃん（○菊 下町） 水
みず

口
ぐち

心
こ

陽
はる

ちゃん（○菊 下町）
3歳 H27年5月20日生まれ 3歳 H27年5月20日生まれ

�「Android」の場合 ⇒Google playから
　「iphone」や「ipad」の場合 ⇒App Storeから
　「HP Reveal」と検索してインストールします。

�画面下部中央の をタップして、「 」のマークがあ
る写真にカメラをかざすと動画を見ることができます。

�カメラが起動したら、画面下部中央にある をタッチ
して、チャンネル検索窓に「癒しの里 菊池」と入れて
Followします。

�HP Revealを起動後に表示されるイントロ画面を数回
スワイプし、ログインページまで移動します。ログイン
画面上にある「Skip」をタッチしてください。（アカウン
ト作成が必要な場合があります）

動画の視聴方法
広報写真が動き出す！？

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.50

◆
例
年
に
な
い
寒
さ
の
後
、
一
転
し
て
雨

や
風
の
な
い
穏
や
か
な
春
が
到
来
し
、
今

年
の
桜
は
格
別
の
美
し
さ
で
し
た
。
そ
の

満
開
の
桜
の
下
、
３
月
24
日
に
菊
池
渓
谷

が
約
２
年
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
。
工
事

は
危
険
と
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
関
係

者
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
な
ん
と
か

桜
の
時
期
に
間
に
合
い
ま
し
た
。
心
か
ら

の
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。
早
速
多
く

の
皆
さ
ん
が
久
々
の
清
流
と
新
緑
を
満
喫

さ
れ
ま
し
た
。
再
開
初
日
の
オ
ー
プ
ン
時
、

観
光
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
が
お
茶
や
菓
子

で
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
た
の
も
、
再
開

へ
の
喜
び
の
現
れ
で
す
。
多
く
の
テ
レ
ビ

放
送
で
こ
の
様
子
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

◆
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
、
新
し
い

市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
「
く
ま
フ
ァ
ン
ラ

ン
」
を
開
催
。
多
数
の
海
外
か
ら
の
お
客

さ
ま
を
含
む
数
千
人
の
参
加
が
あ
り
、
市

中
は
久
し
ぶ
り
に
車
の
大
渋
滞
が
起
き
る

ほ
ど
の
大
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
尽

力
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
◆
こ
の
２
年

間
、
地
震
の
影
響
か
ら
観
光
面
で
は
大
変

苦
戦
し
ま
し
た
が
、
菊
池
渓
谷
の
再
開
を

機
に
、
全
力
で
「
反
撃
」
を
開
始
す
る
時

期
が
来
ま
し
た
。
い
か
に
厳
し
い
冬
で
あ

ろ
う
と
、
い
つ
か
は
春
の
芽
生
え
が
訪
れ

ま
す
。
希
望
と
夢
を
持
っ
て
今
で
き
る
こ

と
を
地
道
に
全
力
で
努
力
し
て
い
く
他
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
今
年
の
春
。
桜
が
こ
と
さ
ら
に
染
み
入

り
ま
し
た
。
◆
『
雪
と
け
て 

村
い
っ
ぱ
い

の 

子
ど
も
か
な
』（
小
林
一
茶
）

雪とけて…
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